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芳
村
弘
道
著

『唐
代
の
詩
人
と
文
献
研
究
』植

木

久

行

弘前
大
学

二
十
敷
年
間
に
わ
た
る
異
撃
な
中
囲
文
学
研
究
の
精
華
が
､
昨
年

刊
行
さ
れ
た
｡
芳
村
弘
道
著

『唐
代
の
詩
人
と
文
献
研
究
』
が
そ
れ

で
あ
る
｡

本
書
の
主
な
内
容
は
､
以
下
の
ご
と
-
で
あ
る
｡
(章
下
の
節
の
名

は
省
略
)

第
五
章

第

二
部

第

1
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

王
昌
齢
の
連
塞
行
と
嶺
南
行

自

居

易

研

究

下

部

退

去

江
州

･
忠
州
時
代
と

｢閑
適
詩
｣
の
制
作

知
制
詰

･
中
書
舎
人
か
ら
杭
州
刺
史
へ
の
特
出

杭
州
刺
史
時
代

自
居
易

｢酔
吟
先
生
墓
誌
銘
｣
の
異
侶

自
居
易
の
墓
誌
自
撰

李
商
隈
の

｢自
公
墓
碑
銘
｣

李
商
隙
に
お
け
る
白
居
易
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第

1
部

第

一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

盛
唐

･
中
庸
の
詩
人
研
究

孟
浩
然
三
十
代
の
行
放

晩
年

の
孟
浩
然

儲
光
義
の
田
園
詩
に
つ
い
て

葦
唐
物

の
生
涯

第
三
部

文

第

二
早

第
二
章

第
三
章

附

章

第
四
章

第
五
章

厳

研

究

元
版
系
統
の
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』

元
版

『分
類
補
註
李
太
白
詩
』
と
粛
士
賛

朝
鮮
本

『爽
注
名
賢
十
秒
詩
』
の
基
礎
的
考
察

『爽
法
名
賢
十
秒
詩
』
中
の

｢梁
山
伯
親
英
蓋
博
｣

と

｢梁
親
故
事
｣
説
唱
作
品
と
の
開
聯

『韻
語
陽
秋
』
の
博
本
に
つ
い
て

本
邦
博
乗
の
宋
版

『錦
繍
蔦
花
谷
』



第
六
章

和
刻
本
の

『文
選
』
に
つ
い
て

-
-
版
本
か
ら
見
た
江
戸
･明
治
期
『文
選
』
受
容
-

本
書
は
'
こ
の
よ
う
に
'
｢盛
唐

･
中
庸
の
時
期
に
活
躍
し
'
主

と
し
て
山
水

･
自
然
詩
派
と
許
さ
れ
る
詩
人
達
の
事
跡
と
文
学
に
つ

い
て
の
論
文
｣
を
集
め
た
第

l
部
'
｢白
居
易
文
学
の
博
記
的
研
究

と
白
居
易
の
博
記
資
料
に
つ
い
て
の
論
考
｣
を
集
め
た
第
二
部
'

｢唐
代
の
文
学
に
関
連
す
る
文
献
の
研
究
｣
を
集
め
た
第
三
部
か
ら

成
る
｡
(緒
言
)

目
次
を

一
覧
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
'
本
書
の
主
眼
は
､
唐
代
の

詩
人
の
俸
記
研
究
と
唐
詩
関
連
の
文
献
学
的
研
究
で
あ
る
｡
著
者
は

｢後
記
｣
の
な
か
で
'
自
ら
の
研
究
姿
勢
に
つ
い
て
こ
う
い
う
､

｢
日
本
や
中
国
に
博
来
す
る
善
本
を
用
い
'
文
献
学
的
考
察
を
加
え

て
本
文
批
判
を
行
い
'
作
品
の
原
姿
を
求
め
'
作
者
の
内
奥
に
迫
ろ

う
と
努
め
た
｡
文
献
学
の
専
論
は
'
書
誌
調
査
だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
'

封
象
の
文
献
的
意
義
を
明
確
に
L
t
撰
者
が
著
書
に
寄
せ
た
思
い
ま

で
も
解
明
す
る
文
学
的
な
研
究
を
目
指
し
た
｣
と
｡
ま
さ
に
文
学
研

究
と
文
献
学
を

l
倦
化
さ
せ
た
葉
音
的
研
究
で
あ
-
'
そ
の
優
れ
た

書

評

成
果
が
こ
こ
に
厳
然
と
存
在
す
る
｡
と
-
わ
け
文
献
の
情
熱
的
な
博

捜
と
'
そ
の
債
値
に
封
す
る
鋭
い
眼
識
'
そ
し
て
巧
み
な
連
用
は
'

い
わ
ば
名
工
の
ご
と
き
卓
越
し
た
技
価
を
聾
拝
し
て
お
り
'
こ
れ
が

諸
論
文
の
基
盤
を
形
成
す
る
｡
そ
の
上
に
立
つ
論
考
は
'
お
お
む
ね

重
厚

･
斬
新
な
労
作
で
あ
-
'
豊
か
な
啓
馨
に
富
ん
で
い
る
｡
｢本

書
に
示
し
た
中
園
の
今
地
名
は
､
『中
華
人
民
共
和
国
行
政
置
劃
簡

珊

二
〇
〇
六
』
(二
〇
〇
六
年
四
月
'
中
園
地
囲
出
版
社
)
に
擦
っ

た
｣
(緒
言
)
と
い
う
語
も
､
著
者
の
誠
賓
な
研
究
態
度
を
物
語
っ

て
い
る
｡
近
年
､
中
国
の
地
名
は
大
き
-
牽
更
さ
れ
て
い
る
が
､
依

然
と
し
て
四
川
省
重
慶
市
な
ど
と
表
記
す
る
例
が
散
見
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
｡

た
だ
七
〇
〇
頁
を
超
す
大
著
で
あ
-
､
若
い
と
き
の
論
考
を
含
む

た
め
に
'
｢
(論
文
)
初
出
以
降
の
内
外
の
研
究
成
果
を
で
き
る
だ
け

採
り
入
れ
補
正
に
努
め
た
｣
(後
記
)
と
は
い
え
'
不
穏
皆
な
と
こ

ろ
や
誤
字
等
が
散
見
さ
れ
る
の
は
残
念
で
あ
る
｡

な
お
評
者
は
書
誌
学
の
知
識
に
乏
し
-
､
し
か
も
著
書
中
に
引
か

れ
る
多
様
な
文
献
を
直
接
見
る
横
倉
に
乏
し
い
た
め
'
全
般
に
わ
た

る
十
全
な
論
評

(特
に
第
三
部
の
文
献
研
究
)
が
困
難
で
あ
る
｡
こ
の
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鮎
を
､
あ
ら
か
じ
め
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
｡
そ
し
て
評
者
自
身
の

誤
解
も
免
れ
が
た
い
が
'
ひ
と
ま
ず
各
章
ご
と
に
論
評
し
て
い
き
た

'
0

1

第

一
部

盛
唐

･
中
庸
の
詩
人
研
究

第

l,
章

孟
浩
然
三
十
代
の
行
旗

本
章
は
､
孟
浩
然
が
三
十
歳
代
､
洛
陽

･
呉
越

･
長
安
な
ど
に
出

か
け
た
そ
の
足
跡
と
族
の
目
的
を
論
じ
た
も
の
｡
彼
の
博
記
研
究
は

資
料
不
足
の
た
め
'
困
難
を
極
め
る
｡

開
元
九
年

(七
二
二

九
月
以
降
､
孟
浩
然

(昔
時
'
三
十
三
歳
)

が
仕
官
連
動
の
た
め
に
洛
陽
に
滞
在
し
た
こ
と
を
'
敦
燈
尊
兄
の
唐

抄
本

｢唐
人
選
唐
詩
｣
(『唐
人
選
唐
詩
』
所
収
)
に
収
め
る
彼
の

｢挑

開
府
山
地
｣
詩
を
利
用
し
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
､
ま
さ
に
卓
論

で
あ
る
｡
普
該
詩
の
存
在
自
鰹
は
､
す
で
に
山
本
賓

｢孟
浩
然
行
年

考
｣
(『宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
十
競
第
一
部
'
一
九
八
〇
年
)

に
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
､
詩
の
冒
頭
の

｢主
家
｣
に
着
目
し
て
､
活

の
徐
松

『唐
南
京
城
坊
考
』
の
記
事

[北
宋
の
宋
敏
求

『河
南
志
』
を

多
-
保
存
す
る
徐
松
輯

『永
禦
大
典
本
河
南
志
』
【高
敏
鮎
校

『河
南
志
』

(中
華
書
局
'
中
国
古
代
都
城
選
刊
'
一
九
九
四
年
)
で
は
､
京
城
門
坊
街

隅
古
蹄
に
見
え
る
出

を
利
用
し
た
手
腕
は
､
猪
白
の
考
歪
で
優
れ
る
｡

(六
-
七
頁
)

な
お
七
頁
の
一
行
目
'
｢館
是
招
賢
閥
'
模
因
数
舞

開
｣
(五
律
の
領
聯
)
を
､
｢能
は
是
れ
賢
を
招
い
て
聞
き
､
榎
は
舞

を
敦
ふ
る
に
因
り
て
開
-
｣
と
訓
讃
す
る
｡
こ
の
う
ち
'
上
旬
の
訓

は
俸
続
的
な
訓
頚
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
る
が
'
野
句
構

造
を
考
慮
す
れ
ば
'
二
宇
目
の

｢是
｣
は
､
因

･
為
の
意
｡
｢館
は

た
め

賢
を
招
-

是

に

開
き
｣
と
な
ろ
う
｡
訓
議
が
奇
矯
に
過
ぎ
れ
ば
注
す

べ
き
で
あ
ろ
う
｡

こ
れ
と
関
連
し
て
'
｢挑
崇
に
仕
官
の
援
助
を
求
め
た
も
の
の
'

志
を
果
た
せ
な
か
っ
た
孟
浩
然
｣
(八
頁
四
行
目
)
の
部
分
は
､
改
稿

ミ
ス
｡
奮
稿

(初
出
論
文
)
を
大
幅
に
補
訂
し
た
が
'
充
分
そ
れ
が

果
た
せ
な
か
っ
た
痕
跡
で
あ
-
'
カ
ッ
ト
す
べ
し
｡
｢金
仙
公
圭

(玄
宗
と
同
腹
の
間
柄
･-
評
者
往
)
に
援
助
を
依
頼
し
た
｣
(九
頁
八
行

目
)
の
ほ
う
が
､
改
稿
後
の
新
説
で
あ
る
｡

開
元
十

1
年

(七
二
三
)'
三
十
五
歳
ご
ろ
､
洛
陽
を
離
れ
た
孟
浩

然
が
'
汗
河
を
下
っ
て
呉
越
に
赴
-
途
中
で
詠
ん
だ
と
推
定
す
る

_71_)



｢適
越
､
留
別
誰
願
張
圭
簿

･
申
屠
少
府
｣
(九
頁
ー
後
ろ
か
ら
七
行

目
)
詩
に
封
し
て
'
陶
敏

『全
唐
詩
人
名
考
詳
』
(険
西
人
民
教
育
出

版
社
へ
l
九
九
六
年
)
l
六
四
頁
は
い
う
､
｢申
屠
少
府
疑
烏
申
屠
液
｡

『金
石
草
編
』
巻
七
五

｢我
国
公
楊
花
茎
銘
｣'
《
判
官
毒
州
臨
換
願

尉
申
屠
液
撰
》'
開
元
十
二
年
十
月
八
日
建
'
臨
換
牒
輿
誰
願
均
属

毒
州
｣
と
｡
こ
れ
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
｡
孟
浩
然
の

詩
題
は
'
中
居
少
府
の
前
に

｢臨
換

(牒
)｣
の
文
字
が
脱
し
て
い

る
可
能
性
が
充
分
あ
-
'
呉
越
に
赴
-
時
期
を
開
元
十

一
年
ご
ろ
と

見
な
す
芳
村
説
の
穏
雷
さ
を
傍
謹
で
き
よ
う

第
二
章

晩
年
の
孟
浩
然

本
章
は
'
孟
浩
然
が
晩
年
に
な
っ
て
も
仕
進
の
志
を
捨
て
き
れ
ず
､

仕
官
と
脱
俗
の
間
で
悩
ん
だ
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
｡
開

元
十
七
年

(七
二
九
)
か
翌
年
'
常
時
四
十

1
-
二
歳
の
孟
浩
然
が

再
度
､
越
の
地
に
旅
し
た
こ
と
を
論
じ
た
後
､
開
元
二
十
年

(七
三

二
)
ま
で
に
は
嚢
陽
に
蹄
郷
し
て
い
た
こ
と
を
論
諾
す
る
｡
そ
の
際
､

孟
浩
然
詩
の

｢同
濁
孤
便
君
東
粛
作
｣
｢陪
濁
孤
使
君
同
輿
粛
員
外

謹
登
高
山
亭
｣
｢呪
山
迭
粛
員
外
之
刑
州
｣
を
用
い
て
立
諾
す
る
.

書

評

特
に

『容
斎
随
筆
』
巻
八
等
を
用
い
て
'
詩
題
中
の

｢粛
員
外
謹
｣

は

｢粛
員
外
誠
｣
の
誤
-
と
見
な
す
考
護
は
'
濁
白
で
優
れ
て
い
る
｡

(二
十
八
頁
)

ま
た
唐
の
王
士
源

｢孟
浩
然
詩
集
序
｣
に
は
'
孟
浩
然
が

一
時
の

行
楽
を
重
ん
じ
て
'
開
元
二
十
三
年

(七
三
五
)
前
後
､
山
南
探
訪

便

･
嚢
州
刺
史
で
あ
っ
た
韓
朝
宗
の
推
挙
を
無
駄
に
し
た
と
い
う
逸

話
が
見
え
る
｡
孟
浩
然
は
す
で
に
四
十
七
歳
前
後
で
あ
る
｡
こ
の
逸

話
の
異
相
は
'
韓
朝
宗
の
突
然
の
左
遷
に
よ
っ
て
孟
浩
然
の
推
挙
が

断
た
れ
た
こ
と
を
'
王
士
源
が
高
士
と
し
て
の
孟
浩
然
像
を
描
-
た

め
に
潤
色
し
た
も
の
t
と
見
な
す
眼
光
は
'
き
わ
め
て
鋭
い
｡
(二

十
九
-
三
十
二
頁
)

な
お
引
用
す
る
王
士
源
の

｢集
序
｣
に
は
'

推
挙
が
御
破
算
に
な
っ
た
こ
と
を
'
｢由
是
間
罷
｣
と
記
す
｡
｢間

罷
｣
で
も
意
味
が
通
じ
ょ
う
が
'
宋
萄
刻
本

『孟
浩
然
詩
集
』
(上

海
古
籍
出
版
敵
影
印
)
に
は
'
｢聞
罷
｣
に
作
る
｡
こ
ち
ら
の
ほ
う
が

好
-
は
な
い
か
｡
少
な
-
と
も
こ
の
異
文
の
注
記
が
ほ
し
い
所
で
あ

る
｡孟

浩
然
の
著
名
な

｢岳
陽
模
｣
(望
洞
庭
湖
上
張
丞
相
)
詩
を
､
｢心

か
ら
張
九
齢
に
推
挙
を
乞
う
た
詩
｣
と
見
な
す
説
も
､
充
分
首
肯
で
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き
る
｡

本
章
の
結
び

(四
十
頁
)'
孟
浩
然
は

｢脱
俗
と
仕
官
と
い
う
南
極

に
括
れ
'
そ
の
振
幅
を
詩
に
詠
じ
た
詩
人
｣
で
あ
-
'
｢昔
時
よ
-

孟
浩
然
の
詩
名
が
高
か
っ
た
ゆ
え
ん
は
t
も
と
よ
-
人
々
を
魅
了
す

る

『清
絶
』
な
詩
境
に
も
あ
る
が
'
ま
た
新
興
の
士
人
暦
の
典
型
を

彼
が
如
賓
に
倦
硯
し
て
い
た
た
め
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
浩
然
に

出
仕
の
志
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
'
恐
ら
-
彼
は
塞
陽
の
一
介
の
田
舎

翁
に
終
-
'
盛
唐
詩
人
た
-
得
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｣

｡

こ
の
結
び
は
'
孟
浩
然
と
い
う
詩
人
の
本
質
を
捉
え
た
'
含
蓄
に
富

む
馨
言
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

第
三
章

儲
光
義
の
田
園
詩
に
つ
い
て

本
章
は
､
儲
光
義
の
田
園
詩
の
特
色
を
'
深
い
交
友
関
係
を
持
っ

た
王
経
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
論
考
で
あ
る
｡

王
経
の
詩
と
天
賓
中

･
後
期
の
作
と
推
定
す
る
儲
光
義
の
唱
和
詩

(｢同
王
十
三
維
偶
然
作
｣)
等
を
通
し
て
､
｢田
園
を
隠
遁
の
地
と
捉

え
'
封
象
を
美
化

･
理
想
化
し
て
詠
ず
る
こ
と
は
｣
両
者
に
共
通
す

る
が
'
儲
光
義
が
王
経
を
模
倣
し
て
田
園
詩
を
作
っ
た
の
で
は
な
-
､

｢光
義
自
身
に
あ
っ
た
隠
逸
志
向
が
王
経
と
の
深
交
に
よ
っ
て
槍
幅

L
t
藍
上
の
荘
園

(王
経
の
綱
川
在
に
近
い
-
評
者
往
)
に
お
け
る
田

園
生
活
の
鰹
験
と
が
合
わ
さ
り
'
彼
の
田
園
詩
は
生
ま
れ
た
｣
と
す

る
指
摘

(五
十
七
頁
)
は
'
き
わ
め
て
示
唆
に
富
ん
で
い
る
｡

ま
た
景
勝
を
詠
む
詩
に
あ
っ
て
も
､
儲
光
義
は
主
観
を
交
え
て
封

象
を
詠
じ
､
王
経
は
客
観
的
に
封
象
を
詠
じ
て
象
徴
的
な
世
界
を
描

き
出
す
｡
ま
た
儲
光
義
は
古
髄
を
用
い
'
王
椎
は
五
紀
を
用
い
る
｡

儲
光
義
が
園
中
の
景
勝
を
詠
ん
だ

｢雑
詠
｣
五
首
は
'
王
経
の

｢皇

甫
岳
雲
糸
難
題
｣
五
首
の
影
響
下
に
あ
-
､
後
に
王
経
の
知
遇
を
得

た
銭
起

｢藍
田
渓
雑
詠
｣
二
十
二
首
も
同
様
で
あ
る
｡
｢王
経
を
中

心
と
す
る
詩
人
の
間
で
､
勝
地
を
楓
詠
す
る
連
作
の
詩
が
好
ん
で
行

わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
光
義
も
王
経
の
好
尚
に
共
鳴
し
て

｢雑
詠
｣
五
首
を
制
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
｣
(五
十
九
頁
)'
さ
ら
に

は
､
儲
光
義
の
詩

｢致
古
｣
二
首

｢田
園
雑
興
｣
(其
五
)
や
高
適

の
詩

｢自
演
渉
黄
河
途
中
作
｣
(其
七
)
｢東
平
路
中
遇
大
水
｣
が
'

｢兵
車
行
｣
を
は
じ
め
と
す
る
杜
甫
の
融
合
詩
の
先
駆
に
皆
た
り
'

杜
甫
の
詩
は
交
遊
関
係
も
あ
っ
た
儲

･
高
か
ら
の
影
響
も
受
け
て
い

た
で
あ
ろ
う
､
と
す
る
説
は
'
い
ず
れ
も
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
｡
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(六
十
七
頁
)

第
四
章

葦
磨
物

の
生
涯

本
章
は
'
中
庸
の
詩
人
'
葦
廃
物
の
生
涯
を
描
-
侍
記
論
｡
不
安

定
な
祉
倉
に
あ
え
ぐ
人
民
を
救
う
良
吏
､
清
ら
か
な
境
地
を
保

っ
て

混
濁
の
世
を
生
き
る
隠
者
'
そ
の
両
面
を
併
せ
持
つ
詩
人
と
し
て
章

唐
物
を
捉
え
た
力
作
で
あ
る
｡

寺
唐
物
の
詩

｢休
休
東
蓮
胃

貴
里
示

端
｣
に
基

づ
い
て
'
彼
の
故

郷
を
長
安
城
の
南
郊
､
高
年
願

洪
固
郷

の
胃
貴
里
に
特
定
し
た
の
は
'

卓
見
で
あ
る
｡
(七
十
三
頁
､
六
行
目
)

洪
固
郷
の
位
置
を
記
す
武

伯
給
の
論
文
は
'
同

『古
城
集
』
三
秦
出
版
社
､

1
九
八
七
年
に
再

録
｡
ま
た
愛
宕
元

｢南
京
郷
里
柑
考
｣
(同

『唐
代
地
域
融
合
史
研

究
』
同
朋
舎
出
版
'
一
九
九
七
年
)
も
あ
る
が
､
洪
固
郷
胃
貴
里
に
関

し
て
は
'
新
た
な
資
料
の
追
加
は
な
い
｡

寺
麿
物
の

｢話
奮
｣
詩
の
自
注
に
基
づ
い
て
'
彼
の
曾
租

･
孝
待

債

(蘭
陵
坊
)'
租
父

･
葦
令
儀

(崇
賢
坊
)'
父

･
章
聖

(懐
異
坊
)

の
'
長
安
城
中
の
家
宅
を
明
ら
か
に
し
た
鮎
も
優
れ
る
｡
(七
十
二

頁
)

ち
な
み
に
題
下
自
注
に
見
え
る
'
長
安
の
懐
寅
坊
の
名
は
'

書

評

徐
松

『唐
南
京
城
坊
考
』
に
は

｢懐
貞
坊
｣
､
尊
経
閣
文
庫
本

『南

京
新
記
』
巻
三
に
は

｢懐
兵
坊
｣
に
作
る
｡
こ
の
鮎
に
つ
い
て
'
琴

仲
勉

｢
『南
京
新
記
』
巻
三
残
巻
復
元
｣
(『琴
仲
勉
史
学
論
文
集
』
中

華
書
局
'

一
九
九
〇
年
所
収
)
に
い
う
'
｢懐
異
'
『長
安
志
』
九
'

『城
坊
考
』
四
及

『長
安

･
威
寧
雨
願
志
園
』
均
作
懐
貞
､
『城
坊

考
』
引
蘇
類

｢唐
堵
碑
｣
及
許
菜
詩
亦
同
｡
此
作
懐
異
'
皆
宋
人
諒

改
'
然
由
是
可
見
此
残
巻
本
自
宋
紗
'
非
唐
代
抄
本
也
｣
と
｡

つ

ま
-
題
下
自
注
の
懐
異
は
'
北
宋
の
仁
宗
趨
頑
の
嫌
名
に
よ
る
避
諒

に
よ
っ
て
懐
貞
の
貞
を
改
め
た
も
の
で
あ
-
､
章
唐
物
自
身
の
表
記

で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
｡
い
い
か
え
れ
ば
'
こ
の
自
注
は
宋
代
の
改

愛
を
経
た
も
の
と
な
ろ
う
｡

寺
磨
物
は
都
願
令
の
後
'
大
暦
十
四
年

(七
七
九
)
六
月
'
株
陽

願
令
に
任
じ
ら
れ
た
が
､
病
の
た
め
に
辞
退
し
て
善
福
精
舎
に
退
隠

し
た
｡
そ
の
最
大
の
原
因
は
'
か
つ
て
大
恩
を
受
け
た
泰
幹
が
謀
事

露
見
の
た
め
に
死
を
賜
る
と
い
う
事
件

(大
暦
十
四
年
閏
五
月
)
が
馨

生
し
た
た
め
'
災
い
が
身
に
及
ぶ
こ
と
を
懸
念
し
た
行
為
だ
と
推
察

す
る
｡
こ
れ
も
鋭
い
指
摘
で
あ
る
｡
(八
十
九
頁
)

葦
唐
物
の
詩

｢途
中
寄
楊
遡
-
｣
の
冒
頭

｢上
宰
領
准
右
｣
の
上
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第
七
十
五
冊

幸
を
､
港
南
節
度
使
陳
少
進
を
指
す
と
す
る
考
誼
も
優
れ
る
｡
(九

十
八
頁
)

と
す
れ
ば
'
｢上
宰
領
准
右
｣
の
准
右
は
､
准
左
の
形

靴
と
な
ろ
う
｡
揚
州
に
鋸
す
る
准
南
節
度
使
の
管
轄
地
域

(篠
州
を

含
む
)
は
'
准
右
で
は
な
-
､
准
左
だ
か
ら
で
あ
る
｡

貴
唐
物
の
絶
唱

｢寄
全
板
山
中
道
士
｣
｢源
州
西
澗
｣
詩
の
幽
寂

な
詩
境
を
､
濁
れ
る
世
に
ひ
と
-
高
潔
に
生
き
よ
う
と
し
た
寺
歴
物

の
志
を
示
す
も
の
と
す
る
指
摘
は
'
興
味
深
い
｡
(
一
〇
二
頁
)

ま
た
葦
歴
物
が
左
司
郎
中

(定
員
1
名
)
を
や
め
て
'
蘇
州
刺
史

に
持
出
し
た
時
期
を
'
『唐
曾
要
』
等
を
用
い
て
､
貞
元
四
年

(七

八
八
)
九
月
中
旬
-
十
二
月
の
間
と
推
定
し
た
の
も
'
卓
見
で
あ
る
｡

(

一

〇
五
頁
)

蘇
州
刺
史
離
任
時
期
の
考
察

(
一
〇
九
頁
)
も
､
安
富
で
あ
ろ
う
｡

(後
述
す
る
新
出
の

｢葦
磨
物
墓
誌
銘
｣
は
'
蘇
州
刺
史
在
任
中
の
没
と
す

る
が
､
に
わ
か
に
賛
同
し
が
た
い
)

葦
麿
物
の
事
跡
は
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
'
天
暦
九
年

(七
七

四
)'
京
兆
ヂ

･
黍
幹
の
推
挙
に
よ
っ
て
京
兆
府
功
曹

(参
軍
)
と
な

る

(八
十
四
頁
)
前
に
'
河
南
府
兵
曹
参
軍
在
任

(大
暦
六
-
七
年
ご

ろ
)
を
入
れ
た
ほ
う
が
よ
い
｡
陶
敏
他

『唐
五
代
文
学
編
年
史
』

(中
庸
巻
'
遼
海
出
版
社
へ
一
九
九
八
年
)
二
五
七
頁
な
ど
参
照
｡

【
追

補

】

友
人
の
丘
丹
撰

｢唐
故
尚
書
左
司
郎
中

･
蘇
州
刺
史

京
兆
貴
君

墓
誌
銘
拝
序
｣
が
新
た
に
出
土
し
た
｡
今
後
､
詳
細
な
検
討
を
必
要

と
す
る
が
､
重
要
な
鮎
に
つ
い
て
若
干
梱
れ
て
お
き
た
い
｡
そ
れ
は
'

本
書
の

｢孝
唐
物
の
生
涯
｣
の
債
値
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
-
る
問

題
だ
か
ら
で
あ
る
｡
こ
の
新
出
の
喜
藤
物
墓
誌
に
は
'
通
常
記
さ
れ

る
没
年
と
享
年
の
記
載
が
な
い
｡
葦
唐
物
が
自
分
の
妻

･
元
素

(こ

れ
も
新
し
い
尊
兄
)
の
た
め
に
書
い
た

｢故
夫
人
河
南
元
氏
墓
誌
銘
｣

(新
出
)
等
を
参
照
す
る
と
'
本
書
が
探
る
開
元
二
十
五
年

(七
三

七
)
坐

(推
定
)
よ
-
も
'

1
'
二
年
早
い
開
元
二
十
四
年
-
開
元

二
十
三
年
ご
ろ
に
生
ま
れ
た
可
能
性
が
高
-
な
る
｡
生
年
は
も
と
も

と
推
定
で
あ
-
､
大
幅
な
襲
更
は
な
い
｡
従
来
不
明
の
葦
鷹
物
の
字

は
義
博
で
あ
る
｡

ま
た
葦
鷹
物
の
墓
誌
に
は
､
蘇
州
刺
史
に
着
任
し
て
か
ら
'
周
星

(
一
年
)
の
後
'
｢疾
に
遇
ひ
て
官
舎
に
終
は
る
｣
と
あ
る
が
'
死

没
の
年
の
記
載
は
な
く
､
貞
元
七
年

(七
九
一
)
十

一
月
､
長
安
南
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郊
の
少
陵
原
に
蹄
葬
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
｡
寺
麿
物
が
蘇
州
刺

史
を
や
め
た
後
の
作
と
考
え
ら
れ
る

｢寓
居
永
走
精
舎
｣
詩

(
1
〇

九
頁
)
が
存
在
す
る
た
め
'
墓
誌
に
見
え
る
蘇
州
刺
史
在
任
中
の
没

説
に
封
し
て
は
'
に
わ
か
に
賛
同
で
き
な
い
｡
(
ほ
ぼ
貞
元
七
年

[七

九

二

没
､
享
年
は
五
十
六
～
七
歳
?
)0

墓
誌
の
尊
兄
に
よ
っ
て
大
幅
な
修
正
を
求
め
ら
れ
た
の
は
､
少
青

年
時
代
の
官
職
で
あ
る
｡
従
来
'
十
五
歳
ご
ろ
'
門
蔭
に
よ
る
玄
宗

皇
帝
の
親
衛
隊
就
任
以
後
'
贋
徳
元
年

(七
六
三
)､
洛
陽
の
丞

(従

七
品
上
)
に
至
る
具
鰹
的
な
官
名
が
全
-
不
明
で
あ

っ
た
｡
こ
の
謎

の
期
間
が
'
右
子
牛

[備
身
]
(正
六
品
下
｡
官
品
は
高
い
が
'
蔭
に
よ

る
官
僚
化
準
備
段
階
で
の
ポ
ス
ト
｡
皇
帝
の
身
連
警
護
を
任
務
と
す
る
衛

官
)
1
羽
林
倉
曹

[参
軍
事
]
(正
八
品
下
へ
北
街
六
軍
の
1
0
こ
れ
が
巌

密
な
意
味
で
の
初
任
官
)
1
高
陵

(京
兆
府
に
層
す
る
畿
牒
)
の
尉

(正

九
品
下
)
1
廷
許

(法
官

･
大
理
許
事
の
別
名
､
従
八
品
下
)
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
-
'
ほ
ぼ
順
調
に
昇
進
し
て
'
洛
陽
の
丞

(従
七
品
上
)

に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
安
史
の
乱
に
お
け
る
破
壊
後
の
'
｢洛
陽
復

興
時
に
願
丞
を
拝
官
し
た
｣
(｢寺
魔
物
の
生
涯
｣)
の
も
へ
そ
の
キ
ャ

リ
ア
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
期
間
の
俸
記
の
補
訂
を
'
本

書

許

書
の
著
者
に
期
待
し
た
い
｡

第
五
章

王
昌
齢
の
達
塞
行
と
嶺
南
行

本
章
は
､
連
塞
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
王
昌
齢
の
事
跡
-
そ
の
足

跡
が
'
西
方
と
南
方
の
ど
こ
ま
で
及
ん
だ
の
か
を
考
諜
し
た
論
考
で

あ
る
｡

一

古
楽
府
系
に
屠
す
る
'
擬
古
楽
府

(｢従
軍
行
｣
な
ど
)

･
新

選
禦
府

(詩
題
･
鷺
想

･
手
法
が
擬
古
的
な
唐
代
の
新
歌
｡
｢塞
上
曲
｣

｢塞
下
曲
｣
な
ど
｡
自
居
易
等
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
狭
義
の
新
築
府
と
は

異
な
る
も
の
)
な
ど
の
俸
統
楽
府
詩
は
'
作
者
の
個
別
的
な
膿
験
を

生
の
ま
ま
詩
中
に
持
ち
込
ま
ず
'
自
ら
の
立
場
を
離
れ
た
第
三
人
稀

的
な
覗
鮎
か
ら
馨
想
さ
れ
る
｡
(松
浦
友
久
編

『漢
詩
の
事
典
』
楽
府
の

候

[松
原
朗
執
筆
]
参
照
)

い
い
か
え
れ
ば
'
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
要

素
が
濃
厚
な
俸
絞
染
府
詩
を
用
い
て
'
詩
人
の
博
記
を
論
語
す
る
の

は
極
め
て
危
険
な
の
で
あ
る
｡
譜
優
撃

･
博
丑
環
両
氏
が
'
博
聞
や

想
像
だ
け
で
は
優
れ
た
蓮
塞
詩
は
生
ま
れ
な
い
と
し
て
､
俸
続
的
楽

府
詩

(｢塞
下
曲
｣
｢従
軍
行
｣)
中
に
詠
み
こ
ま
れ
た
地
名
に
基
づ
い
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第
七
十
五
射

て
'
王
昌
齢
は
少
な
-
と
も
涼
州

(河
西
節
度
使
の
治
所
)'
玉
門
閥

ま
で
t
も
し
か
し
た
ら
砕
葉

(キ
ル
ギ
ス
共
和
国
)
に
ま
で
赴
い
た
と

す
る
説
を
批
判
す
る
｡
初
出
論
文

(
一
九
八
一
年
)
の
時
鮎
で
'
博

統
楽
府
詩
に
基
づ
い
た
詩
人
の
博
記
考
護
の
あ
り
方
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
こ
と
は
'
高
-
許
債
で
き
る
｡
た
だ
こ
れ
は
､
も
ち
ろ
ん
詩
人

の
事
跡
と
し
て
確
定
で
き
な
い
と
い
う
だ
け
で
'
遠
方
の
連
境
地
笹

に
赴
い
て
い
な
い
こ
と
を
立
謹
す
る
も
の
で
は
な
い
｡

や
や
疑
念
の
残
る
と
こ
ろ
が
あ
る
｡
『囲
秀
集
』
(巻
下
…
評
者

注
)
に

｢望
臨
挑
｣
と
題
さ
れ
'
｢黒
等
見
臨
挑
｣
と
詠
う
詩
が
あ

る
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
'
秦
の
長
城
の
西
の
起
鮎
'
臨
挑
附
近
に
王
昌

齢
が
行
っ
た
と
解
せ
る
｡
し
か
し
'
『囲
秀
集
』
よ
-
選
録
時
期
が

わ
ず
か
に
後
れ
る

『河
岳
英
霊
集
』
は
'
楽
府
題
の

｢塞
下
曲
｣
に

作
る
の
で
､
｢望
臨
挑
｣
詩
に
も
依
摸
し
が
た
い
t
と
｡
(
二

一〇

頁
)

『河
岳
英
霊
集
』
を
編
纂
し
た
'
股
播
自
編
二
巻
本
の
古
態

を
残
す
テ
キ
ス
ー

(南
宋
末
の
宋
版
に
出
る
と
さ
れ
る
)
巻
下
に
は
'

『囲
秀
集
』
と
同
様
に

｢望
臨
挑
｣
と
題
す
る
｡
(従
来
の
改
編
通
行

本
は
三
巻
)

李
珍
華

･
博
数
珠

『河
岳
英
畳
集
研
究
』
(中
華
書
局
'

l
九
九
二
年
)'
倖
数
珠

『唐
人
遭
唐
詩
新
編
』
(険
西
人
民
教
育
出
版

融
､
t
九
九
六
年
)
所
収
参
照
.
何

(悼
)
校
宋
本
も

｢望
臨
挑
｣
と

題

す
る
ら
し
い
｡
｢望
臨
挑
｣
詩
の
内
容

･
表
現
は
､
確
か
に
傍
流

的
楽
府
詩
の
そ
れ
と
類
似
す
る
が
'
岡
田
光
博

｢登
科
以
前
の
土
呂

齢

(下

そ
の
一
)
-
王
呂
齢
評
侍
二
二
｣
(注
⑥
に
見
え
る
論
文
)
に
よ

れ
ば
､
徒
詩

(非
禦
府
詩
)
の

｢代
扶
風
主
人
答
｣
に
も
'
古
楽
府

の
世
界
の
影
響
が
色
濃
-
認
め
ら
れ
る
と
い
う
｡
つ
ま
り
'
王
昌
齢

の
生
存
期
間
と
重
な
る
か
'
死
の
直
後
に
成
る
二
種
の
唐
人
選
唐
詩
､

『囲
秀
集
』
と

『河
岳
英
霊
集
』
が
､
と
も
に

｢望
臨
挑
｣
と
題
し

て
い
た
と
す
れ
ば
'
王
昌
齢
は
臨
挑
附
近
に
行
っ
た
と
解
せ
る
こ
と

に
な
-
'
｢王
昌
齢
の
確
賓
な
連
塞
遊
族
の
足
跡
は
'
浬
州
に
止
ま

る
｣
(
一
二
三
頁
)
と
は
言
え
な
-
な
る
だ
ろ
う
｡
こ
の
鮎
は
､
新
資

料
の
出
現
に
よ
っ
て
再
検
討
が
迫
ら
れ
て
い
る
｡

二

王
昌
齢
の
二
度
に
わ
た
る
左
遷
､
そ
の
う
ち
の
第

1
回
目
は
､

友
人
孟
浩
然
の

｢迭
王
昌
齢
之
嶺
南
｣
詩
に
よ
っ
て
'
王
昌
齢
は
嶺

南
に
左
遷
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
､
今
日
な
お
'
嶺
南

(虞

東
･
贋
西
)
の
ど
こ
が
左
遷
地
な
の
か
'
不
明
で
あ
る
｡
こ
の
難
問

を
王
昌
齢
の
現
存
詩
に
よ
っ
て
考
謹
L
t
彼
は
何
ら
か
の
理
由

(忠
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赦
に
よ
る
量
移
?
)
で
嶺
南
ま
で
は
赴
か
ず
'
そ
の
北
'
榔
川
棚
願

(湖
南
省
榔
州
市
)
が
賓
際
の
左
遷
地
で
あ
-
'
し
か
も
典
故

(王
喬

履

[飛
皐
]
の
故
事
)
に
よ
っ
て
'
榔
解
の
令
が
左
遷
の
官
で
あ
ろ
う
'

と
推
測
し
た
｡
榔
州
榔
願
が
今
回
の
最
終
的
な
左
遷
地
で
あ
っ
た
ら

し
い
こ
と
は
､
王
昌
齢
の
現
存
詩
-

｢迭
高
大
婦
長
沙
｣
'
｢巴
陵

劉
庭
土
東
斎
作
｣
(話
中
の

｢湘
中
｣
を
､

韓
愈
の
詩

｢湘
中
酬
張
十
一

功
曹
｣
を
引
い
て
榔
願
を
指
す
と
し
た
の
は
卓
見
)､
｢寄
穆
侍
御
出
幽

州
｣
詩

(江
南
に
層
す
る
榔
州
榔
豚
が
左
遷
地
で
あ
る
こ
と
の
傍
譜
も
優

れ
る
)
等
に
よ
る
か
ぎ
り
'
充
分
説
得
力
を
持

つ
｡
(

1
三
〇
頁
以

下

)

た
だ
左
遷
の
官
が
願
令
な
の
か
ど
う
か
'
さ
ら
に
ま
た
引
用

詩
の
謹
解
に
関
し
て
は
､
疑
問
が
残
る
｡

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
論

評
し
た
い
｡

王
昌
齢
の

｢出
榔
山
口
､
至
重
石
湾
'
野
人
室
中
､
寄
張
十

二

きき

詩
中
の

｢昨
臨
蘇
耽
井
'
復
向
衡
陽
求
｣
(昨
に
蘇
耽

[榔
願
の
仙

人
]
の
井
に
臨
み
､
復
た
衡
陽

[衡
州
]
に
向
か
ひ
て
求
む
)
を
引
い
て

い
う
､
｢
こ
の
二
句
は
'
先
頃
'
蘇
耽
の
井
戸
に
臨
み
榔
願
に
い
た

が
'
再
び
往
路
に
通
っ
た
衡
陽
へ
向
か
う
'
と
王
昌
齢
の
行
路
を
示

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
す
る
と
'
こ
の
詩
を
詠
ん
だ
時
､
嶺
南
に
向

書

評

か
っ
た
の
で
は
な
-
'
榔
願
を
後
に
L
t
北
蹄
す
る
途
中
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
｣
と
｡
(
1
二
八
頁
)

こ
の
解
稗
は
'
お
そ
ら
-
非
｡

王
昌
齢
が
榔
願
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
は
､
後
の
論
語
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
で
あ
る
が
'
こ
の
二
句
を
'
｢先
頃
'
蘇
耽
の
井
戸
に
臨
み

耶
麻
に
い
た
が
､
再
び
往
路
に
通
っ
た
衡
陽
へ
向
か
う
｣
意
に
は
取

-
が
た
い
｡
そ
れ
で
は
､
｢復
た
衡
陽
に
向
か
ひ
て
求
む
｣
の

｢求

む
｣
の
意
味
が
つ
か
み
が
た
く
な
ろ
う
｡
こ
の
二
句
の
前
後
は
'

｢陰
火
昔
所
伏
'
丹
砂
勝
爾
謀
｡
昨
臨
蘇
耽
井
へ
復
向
衡
陽
求
｡
同

疾
来
相
依
'
脱
身
普
有
葦
｣
と
あ
る
｡
蘇
耽
は
'
漠
代
､
疫
病
の
治

る
井
戸
を
母
に
告
げ
て
羽
化
し
た
榔
願
の
仙
人
で
あ
る
｡
と
す
れ
ば
'

求
は
丹
砂
を
求
め
て
羽
化
を
め
ざ
す
意
と
な
ろ
う
｡

ま
た

｢奉
贈
張
刑
州
｣
詩
を
'
｢李
林
甫
に
よ
っ
て
'
刑
州
の
長

史
に
乾
め
ら
れ
て
い
た
張
九
齢
に
寄
せ
た
詩
で
あ
る
｣
と
す
る

(
l

二
九
頁
)

し
か
し
本
詩
は
'
｢(秦
)
贈
｣
詩
で
あ
っ
て
'
｢
(秦
)

寄
｣
詩
で
は
な
い
｡
従
っ
て
直
接
相
手
に
捧
げ
た
詩
で
あ
-
'
｢寄

せ
た
詩
｣
'
｢榔
願
か
ら
張
九
齢
に
贈
っ
た
作
｣
(
三
10
頁
二
行
目
)

で
は
な
い
｡
従
っ
て
王
昌
齢
は

｢途
経
嚢
陽
'
輿
孟
浩
然
盤
桓

一
些

時
日
'
然
後
経
刑
州
､
作
詩
贈
張
九
齢
｣
(博
旋
環

｢王
昌
齢
事
迩
考
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第
七
十
五
冊

略
｣
､
同

『唐
代
詩
人
叢
考
』
[中
華
書
局
'

一
九
八
〇
年
]
所
収
)
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
.

と
す
れ
ば
'

〓

1七
頁
六
行
目
に
引
-
左

遷
途
中
の
作

｢次
汝
中
､
寄
河
南
陳
賛
府
｣
詩
に
見
え
る
'
｢衡
湘

には

[衡
山

･
湘
水
]

驚
か
に
沿
越
す
｣
の
句
が
注
目
さ
れ
て
-
る
｡

｢奉
贈
張
刑
州
｣
詩
の
な
か
に
衡
山
の
祝
融
峰
が
見
え
る
の
も
'
最

後
の
句
に

｢蘇
耽
の
宅
中
よ
-

意
造
か
に
械
す

(封
信
函
以
寄
)｣

と
あ
る
の
も
､
左
遷
の
昔
初
か
ら
蘇
耽
の
奮
宅
の
あ
る
榔
州
榔
願
の

地
が
左
遷
先
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
て
-

る
｡
榔
州
榔
願
は
衡
山
の
ほ
と
-
を
通
っ
て
､
さ
ら
に
南
下
し
て
末

水
を
遡
る
か
な
た
に
位
置
す
る
｡
遅
-
と
も
洞
庭
湖
の
ほ
と
り
'
巴

陵

(湖
南
省
岳
陽
市
)
に
来
た
と
き
に
は
､
榔
州
榔
螺
が
左
遷
先
で

あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
ら
し
い
｡
そ
れ
で
左
遷
途
中
の
詩

｢巴

陵
劉
庭
土
東
斎
作
｣
に
'
｢煙
波

桂
陽

(榔
州
)
に
接
し
'
日
夕

敷
千
里
｣
二

三
〇
頁
)
と
い
う
｡
恐
ら
-
そ
れ
よ
-
も
前
'
刑
州

(湖
北
省
刑
州
市
)
に
到
着
す
る
前
に
す
で
に
わ
か
っ
て
い
た
の
で
'

衡
山

(祝
融
峰
)
を
詠
み
'
さ
ら
に
蘇
耽
の
宅
に
言
及
し
た
の
で
あ

ろ
う
｡

知
友
で
も
あ
っ
た
王
経
の

｢途
方
尊
師
蹄
嵩
山
｣
詩
に
､

｢借
間
迎
来
襲
白
鶴
､
巳
曾
衡
緩
速
蘇
耽
｣
(借
間
す

迎
束
の
襲
白

鶴
に
､
己
に
曾
て
衡
森
に
蘇
耽
を
送
り
し
か
と
)
と
あ
る
.
除
鉄
民

『王

維
集
校
注
』
(中
華
書
局
へ
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
'

一
九
九
七
年
)
に

は
､

｢衡
森
'
南
山獄
衡
山
'
在
湖
南
衡
山
願
西
北
｡
榔
願
距
衡
山
不

達
'
此
庭
蓋
以
衡
山獄
借
指
蘇
耽
所
居
之
地
｣
と
説
明
す
る
｡
昔
時
の

地
理
感
覚
と
馨
想
の
参
考
に
な
ろ
う
｡
注
⑮
に
引
-

｢別
劉
箭
｣
詩

の

｢
一
尊
贋
陵
酒
'
十
載
衡
陽
心
｣
､
こ
の
衡
陽
も
柳
川
榔
願
を
指

す
よ
う
に
も
思
わ
れ
て
く
る
｡

ち
な
み
に
へ
｢奉
筋
張
刑
州
｣
詩
の

｢王
君
飛
馬
仰
未
去
｣
は
'

後
漠
の
王
喬
履
の
故
事
を
用
い
て
お
-
'
し
か
も

｢王
昌
齢
が
自
身

を
榔
願
の
仙
人

･
蘇
耽
に
瞭
え
て
い
っ
た
と
解
せ
る
｣
の
で
､
左
遷

の
官
は
願
令
か
と
推
測
す
る
｡
(
一
三
〇
頁
)

確
か
に
葉
煤
の
令

･

王
喬
履
の
故
事
に
よ
っ
て
地
方
官

(願
令
)
を
詠
む
こ
と
は
'
唐
詩

中
に
見
え
'
左
遷
の
官
が
願
令
-

榔
願
の
令

(長
官
)
で
あ
ろ
う
､

と
考
え
る
の
は
'
自
然
で
あ
る
｡
し
か
し
前
任
官
-

畿
願
で
あ
る

氾
水
の
尉
が
正
九
品
下
で
あ
る
の
に
対
し
て
､
榔
願
令
は
上
解
の
令

で
あ
る
た
め
'
従
六
品
上
で
あ
り
'
品
階
の
上
で
十

一
階
も
昇
進
す

る
こ
と
に
な
る
｡
確
か
に
南
方
の
連
境
の
地
で
は
あ
る
が
､
異
例
の

22()



昇
進
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
ち
な
み
に
上
願
の
丞
は
従
八
品
下
'
主
簿

は
正
九
品
下
'
尉
は
従
九
品
上
で
あ
る
｡
氾
水
の
尉
の
品
階
を
考
え

れ
ば
'
尉
や
圭
簿
の
よ
う
に
憶
測
さ
れ
て
-
る
｡
い
い
か
え
れ
ば
'

｢奉
贈
張
剃
州
｣
詩
の
最
後
の
二
句
'
｢王
君
飛
烏
仇
未
去
'
蘇
耽

宅
中
意
逓
減
｣
(仇
は
却
の
意
?
)
の
王
喬
の
典
故
は
'
同
姓
を
利
用

し
た
例
で
あ
り
､
左
遷
の
地
に
到
着
し
た
後
は
王
喬
の
ご
と
き
飛
行

の
仙
術
が
な
い
た
め
､
直
接
合
い
に
来
ら
れ
な
い
悲
し
み
を
述
べ
た

も
の
に
過
ぎ
ず
'
螺
令
就
任
ま
で
は
合
意
し
な
い
用
例
と
考
え
る
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

王
昌
齢
が
途
中
で
量
移
さ
れ
て
榔
川
棚
解
に
来
た
の
か
､
初
め
か

ら
湖
南
の
榔
州
榔
願
が
左
遷
の
地
に
決
定
し
て
い
た
の
か
'
孟
浩
然

｢迭
王
昌
齢
之
嶺
南
｣
詩
の
嶺
南
が
正
し
い
の
か
'
誤
解

･
誤
記
な

の
か
'
現
在
の
と
こ
ろ
判
断
で
き
な
い
｡
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も

現
存
の
王
昌
齢
詩
に
よ
れ
ば
'
王
昌
齢
は
嶺
南
ま
で
は
赴
か
ず
､
榔

州
榔
願
が
左
遷
地
で
あ
っ
た
と
す
る
指
摘
は
'
極
め
て
卓
見
で
あ
ろ

～つ○

第
二
部

自

居

易

研

究

第

1
章

下

部

退

去

本
章
か
ら
第
四
章
の
杭
州
刺
史
時
代
ま
で
は
､
中
庸
の
大
詩
人
自

店
易
の
庭
世
と
文
学
を
､
｢閑
適
詩
｣
の
制
作
を
軸
に
論
じ
た
重
厚

な
努
作
で
あ
る
｡
こ
れ
は

｢閑
適
詩
｣
の
本
質
を
'
軍
に
公
務
か
ら

離
れ
て
安
ら
か
な
心
情
を
詠

っ
た
作
品
で
は
な
-
'
知
足
安
分
の
志

操
を
保

っ
て
窮
境
に
廃
し
て
い
っ
た
高
い
志
を
表
す
作
品
群
､
と
見

な
す
著
者
滞
日
の
覗
鮎
か
ら
､
服
喪
に
よ
る
下
部
退
去
か
ら
江
州
司

馬
左
遷

･
忠
州
刺
史
時
代
､
知
制
詰

･
中
書
舎
人
時
代
'
杭
州
刺
史

時
代
に
及
ぶ
詩
人
の
前
半
生
を
た
ど
っ
た

一
連
の
論
考
で
あ
る
｡

第

一
章
の
重
鮎
は
'
白
居
易
の
文
学
理
論
と
し
て
名
高
い

｢輿
元

九
書
｣
に
い
う

｢閑
適
詩
｣
が
､
下
部
退
去
の
困
窮
時
代
'
特
に
多

-
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
'
｢閑
適
詩
｣
の
定
義
を
再

考
し
た
鮎
に
あ
る
｡

自
居
易
は
'
元
利
十
年

(八
一
五
)､
四
十
四
歳
の
と
き
､
江
州
司

馬
に
左
遷
さ
れ
た
｡
同
年
の
歳
末
に
成
る

｢輿
元
九
書
｣
の
な
か
に
'

ー_'I1ll-

書
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第
七
十
五
冊

自
作
の
八
百
首
を
'
説
諭
詩

･
閑
適
詩

･
感
傷
詩

(以
上
は
古
腹

請
)
･
難
律
詩

(近
膿
詩
)
に
四
分
類
し
､
十
五
巻
の
自
撰
集
を
編
走

し
た
こ
と
を
い
う
｡
自
撰
集

｢編
定
の
意
園
は
'
恐
ら
-
自
ら
の
生

き
方
を
所
詠
の
詩
を
通
し
て
見
つ
め
直
し
'
舷
滴
の
苦
境
に
封
し
て

い
か
に
己
を
持
し
て
ゆ
-
べ
き
か
を
模
索
せ
ん
と
し
た
こ
と
に
あ
っ

た
｣
(
一
四
二
頁
)

｡
｢兼
潜
の
志
｣
に
も
と
づ
-
説
諭
詩
と
と
も
に
､

自
居
易
が

｢僕
の
道
｣
を
示
す
も
の
と
し
て
重
視
し
た
も
の
が
､

｢濁
善
の
義
｣
に
も
と
づ
-
閑
適
詩
で
あ
っ
た
｡
こ
の
閑
適
詩
に
封

し
て
､
自
居
易
自
ら

｢戎
退
公
濁
度
'
戎
移
病
閑
居
'
知
足
保
和
'

吟
翫
惰
性
者
｣
と
説
明
す
る
｡
こ
れ
は
､
役
所
か
ら
退
出
し
た
私
的

生
活
の
な
か
で
'
あ
る
い
は
病
気
の
た
め
に
休
暇
を
と
っ
て
閑
居
し

た
お
り
'
足
る
を
知
-
和
を
保
ち
な
が
ら
'
自
ら
の
性
情
を
詠
じ
た

作
品
群
t
と
解
揮
す
る
の
が
通
説
で
あ
ろ
う
｡

し
か
し
著
者
は
､
同
じ

｢輿
元
九
書
｣
の
な
か
の
'
少
し
後
に
見

え
る

｢古
人
云
'
窮
則
濁
善
其
身
'
達
別
条
済
天
下
｡
僕
錐
不
省
'

常
師
此
語
｡
大
丈
夫
所
守
者
造
'
所
得
者
時
｡
時
之
来
也
'
馬
雲
龍
'

為
風
鵬
｡
勃
然
突
然
､
陳
力
以
出
.
時
之
不
束
也
'
馬
霧
約
､
番
冥

鴻
｡
寂
今
参
今
'
奉
身
両
道
｡
進
退
出
庭
'
何
社
而
不
自
得
哉
｡
故

僕
志
在
葉
番
'
行
在
濁
善
｡
奉
而
始
終
之
則
薦
道
､
言
而
澄
明
之
則

烏
詩
｡
謂
之
楓
論
詰
'
葉
番
之
志
也
.
謂
之
閑
適
詩
'
猫
善
之
義
也
｡

政
党
僕
詩
者
'
知
僕
之
道
蔦
｣
の
部
分
を
特
に
重
視
す
る
.
そ
し
て

閑
適
詩
と
は
'
｢時
運
の
巡
り
合
わ
せ
で
窮
境
に
置
か
れ
た
大
丈
夫

が
､
内
面
の
充
賓
を
は
か
る
た
め
に
､
足
る
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て

しず

俗
念
を

閑

め

て
心
の
和
を
保
ち
t
か
-
し
て
立
ち
得
た
閑
静
の
境
地

に
心
が
適
い
'
そ
の
自
得
の
喜
び
を
吟
詠
し
て
味
わ
っ
た
も
の
｣
と

見
な
す
｡
従
来
の
説
で
は
'
｢時
乗
る
｣
仕
官
時
代
の
心
情
の
一
面

を
詠
じ
た
作
を
も
'
｢閑
適
詩
｣
の
具
健
例
と
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
不
可
で
あ
る
と
し
て
､
｢戎
退
公
濁
度
'
-
-
｣
と

い
う
閑
適
詩
の
内
容
説
明
は
､
主
と
し
て
下
部
退
去
期
を
想
定
し
て

い
っ
た
も
の
で
あ
-
､
｢退
公
｣
は
服
喪
に
よ
る
辞
職
'
退
去
の
意
'

｢移
病
｣
は

｢三
年
の
喪
｣
が
終
わ
っ
て
も
な
お
無
官
で
あ
っ
た
頃
'

推
挙
や
騨
召
を
辞
退
し
た
で
あ
ろ
う
際
の
言
い
諾
t
と
捉
え
る
｡

(
一
七
〇
頁
)

し
か
し
は
た
し
て

｢退
公
｣
や

｢移
病
｣
を
t
か
-
限
定
し
て
解

梓
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
｡
閑
適
詩
は
窮
境
の
時
に
の
み
生
ま
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
厳
然
た
る
事
賓
と
し
て
､
著
者
の
掲
げ
る

｢十
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五
巻
本
自
詩
自
撰
集
に
お
け
る
経
歴
別
制
作
詩
敷
表
｣

(
一

四
一頁)

に
よ
れ
ば
'
下
部
退
去
期
以
外
に
も
少
数
な
が
ら
作
ら

れ

て
いる
｡

こ
の
鮎
に
関
し
て
､
注
⑬
に
い
う
'
｢校
書
郎
か
ら
(

戸
曹
)
参
軍
時

代
に
か
け
て
'
約
三
十
首
の

『閑
適
詩
』
が
存
在
し
て
い
る
｡
『閑

適
詩
』
は
'
『窮
』
の
意
識
の
も
と
に
吟
翫
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
'

こ
れ
ら
の
時
期
の
作
に
も
､
表
現
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
程
度
に
差

が
あ
る
に
し
ろ
､
そ
の
意
識
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
｡
そ
の
存
在

の
い
か
ん
を
知
る
に
は
'

一
首
ご
と
の
分
析
を
要
し
ょ
う
が
'
い

ま

は
各
経
歴
に
お
い
て
､
『窮
』
の
意
識
を
導
い
た
と
考
え
ら
れ
る

要

因
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
｣
と
し
て
'
若
干
分
析
す
る
｡
四
種

分
類
の
纏
積
す
る

『自
民
長
慶
集
』
五
十
巻
の
成
立

(長
慶
四
年

[八
二
四
]
)
に
到
る
期
間
に
お
い
て
'
閑
適
詩
が
多
作
さ
れ
た
時
期

が
'
白
居
易
の
窮
境
時
で
あ
る
こ
と
は
事
賓
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
下

部
退
去
期
以
外
に
も
閑
適
詩
が
作
ら
れ
て
い
る
尊
書
は
､
｢退
公
｣

｢移
病
｣
の
語
が
仕
官

･
退
去
の
時
期
を
含
め
た
､
練
合
的
な
税
野

の
も
と
に
下
さ
れ
た
尊
言
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

し
か
も
閑
適
詩
の
部
立
て

(内
容
説
明
)
と
理
念
的
認
識
は
､
昔

然
密
接
に
関
連
す
る
が
､
閑
適
詩
の
理
念
が
楓
諭
詩
の
そ
れ
と
相
互

書

評

に
補
完
し
合
う
不
可
分
の
関
係
に
あ
-
､
白
居
易
の
二
つ
の
関
心

(野
白
的
関
心
と
野
他
的
関
心
)
を
馨
憩
の
基
準
に
し
た
分
類
で
あ
っ

た

(埋
田
重
夫

『白
居
易
研
究
-

閑
適
の
詩
想
』
汲
古
書
院
'
二
〇
〇
六

午
)｡
窮
境
を
意
識
し
た
と
き
に
こ
そ
'
身
心
の
蘇
生
を
希
求
す
る

閑
適
詩
の
典
型
が
生
ま
れ
よ
う
が
'
窮
境
で
な
い
と
き
に
も
'
公
的

な
立
場
か
ら
解
放
さ
れ
た
私
的
時
室
に
お
い
て
'
身
心
の
の
び
や
か

さ
を
詠
ず
る
閑
適
詩
も
生
ま
れ
よ
う
｡
閑
適
詩
は
'
よ
り
柔
軟
に
捉

え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

閑
適
詩
の
概
念
に
少
し
違
和
感
を
覚
え
る
が
､
閑
適
詩
が
自
居
易

詩
の
精
髄
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
､
そ
の
覗
鮎
か
ら
の
立
論
は
重

要
で
あ
る
｡
本
章
は
翰
林
学
士
時
代
､
母
の
死

(心
疾
)'
下
部
退

去
'
再
出
仕

(蹄
農
の
断
念
)
に
至
る
間
の
､
自
居
易
の
俸
記
論
と

し
て
詳
細
か
つ
堅
賓
で
優
れ
て
い
る
｡

第
二
幸

江
州

･
思
川
時
代
と

｢閑
適
詩
｣
の
制
作

本
章
は
､
ま
ず

｢人
為
の
醜
悪
な
力
｣
に
よ
る
江
州
左
遷
が
'
自

居
易
の
庭
世
と
文
学
に
も
た
ら
し
た
意
義
を
考
察
す
る
｡
十
五
巻
の

詩
集
編
纂
を
通
し
て
'
お
の
れ
の
身
世
と
詩
作
を
顧
み
た
白
居
易
は
'
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第
七
十
五
射

乾
詞
の
苦
境
に
庭
す
べ
き
道
を
'
｢猫
善
の
義
｣
の
賓
践

(知
足
保

和

･
天
命
委
順
)
に
兄
い
だ
す
｡
こ
の
自
覚
の
下
に
'
｢吏
陰
｣
を
通

し
て

｢猫
善
の
義
｣
を
賓
践
L
t
窮
境
の
う
ち
に
も
積
極
的
に
自
適

の
境
地
を
詠
う
閑
適
詩
を
多
-
誕
生
さ
せ
た
｡
閑
適
を
生
む
催
件

-

経
済
状
況

･
環
境

(美
景
･
好
き
友
)

･
思
想
に
つ
い
て
も
考

察
し
'
不
遇
が
好
詩
を
生
み
だ
す
と
い
う

｢詩
人
薄
命
｣
観
が
吟
詠

を
促
し
'
詩
魔

･
詩
癖
の
自
覚
が
生
じ
た
こ
と
を
論
じ
る
｡

そ
し
て
量
移
さ
れ
た
思
川
刺
史
時
代
'
窮
境
意
識
が
強
か
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
閑
適
に
分
類
さ
れ
た
詩
が

一
首
も
な
い
原
因
を
論
じ
る
｡

こ
れ
は
'
罪
講
の
思
い
は
晴
れ
た
も
の
の
､
職
責
の
重
塵
が
加
わ
っ

た
こ
と
'
閑
適
に
誘
う
候
件
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
､
古
膿
詩
分
類
の

失
首

(敷
首
の
閑
適
詩
の
存
在
)
等
が
論
じ
ら
れ
る
｡

本
章
も
､
｢閑
適
詩
｣
の
制
作
を
軸
に
論
じ
て
い
る
が
､
通
常
の

自
店
易
博
記
論
と
し
て
充
分
謹
み
癒
え
の
あ
る
論
考
で
あ
る
｡
こ
の

鮎
は
'
四
章
の
全
髄
に
わ
た
っ
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
｡

こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
白
居
易
詩
文
の
文
字
に
つ
い
て
､
梱
れ
て
お

き
た
い
｡
注
①
に
い
う
､
｢引
用
は
那
波
本
を
底
本
と
し
､
勉
誠
敵

影
印

『金
津
文
庫
本
自
氏
文
集
』
､
平
岡
武
夫

･
今
井
清
等
校
定

『自
氏
文
集
』
､
朱
金
城

『自
居
易
集
等
校
』
､
内
閣
文
庫
戒

『管
見

抄
』
､
蓬
左
文
庫
所
蔵
那
波
本
な
ど
を
も

っ
て
参
校
し
た
が
'
校
記

は
必
要
に
療
じ
て
挙
げ
る
に
止
め
た
｣
と
｡
自
居
易
の
詩
文
に
関
し

て
は
'
周
知
の
ご
と
-
'
自
民
本
来
の
文
字
に
迫
る
唐
抄
本
に
直
結

し
た
金
津
文
庫
膏
蔵
本

(本
来
の
形
態
を
残
す
前
後
績
集
本
)
に
代
表

さ
れ
る
善
抄
本
が
存
在
し
て
い
て
'
著
者
は
そ
れ
を
縦
横
に
活
用
す

る
｡
た
だ
こ
の
う
ち
'
末
公
刊
の
内
閣
文
庫
戒

『管
見
抄
』
等
に
よ

る
文
字
の
改
訂
は
'
よ
-
丹
念
に
注
記
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

奮
抄
本
系
の

『管
見
抄
』
等
ま
で
も
駆
使
し
た

『自
民
文
集
』
全
膿

に
わ
た
る
校
定
本
は
現
在
ま
だ
な
-
'
改
訂
さ
れ
た
文
字
の
素
性
を

十
全
に
確
認
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
｡
た
と
え
念
入
-
に
校
定
し
た

と
し
て
も
'
不
注
意
に
よ
る
文
字
の
誤
り
が
存
在
す
る
鎗
地
が
あ
ろ

う
｡
ま
た
重
要
な
異
文
の
見
落
と
し
も
あ
-
う
る
の
で
あ
る
｡
近
年
'

中
園
で
刊
行
さ
れ
た
謝
恩
煙

『自
居
易
詩
集
校
注
』
(全
六
冊
'
中
華

書
局
､
二
〇
〇
六
年
､
底
本
は
南
宋
紹
興
刊
本

[先
詩
後
筆
本
])
は
'
日

本
に
博
存
す
る
金
棒

文
庫奮
蔵
本

等の
膏

抄
本
を
初
め
て
利
用
し
た

董
期
的
な
も

の

(た

だし重
要
な
異文の
み
抽
出
)
で
あ
る
が
'
こ
れ

は
詩
の
み
で
あ
-
'

し
か
も

『管
見
抄
』
等
は
平
岡

･
今
井
校
定
本
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等
に
引
-
も
の
に
擦
る

(孫
引
き
)
だ
け
で
あ
る
｡
ま
た
刊
行
中
の

岡
村
繁

『自
民
文
集
』
(明
治
書
院
へ
新
得
漢
文
大
系
)
も
'
巻
に

よ
っ
て
多
少
異
な
る
が
､
文
字
の
校
勘
は
必
ず
し
も
詳
細
で
は
な
い
｡

｢江
州
司
馬
廉
記
｣
(二
〇
八
頁
)
の
一
節
を
引
い
て
い
う
'
｢由

是
郡
南
榎
山
'
北
模
水
'
潅
亭
月
､
百
花
亭
風
､
黄
石
巌
操
布
､
鹿

宮
源
揮
洞
'
東
西
二
林
寺
泉
石
松
雪
､
司
馬
壷
有
之
臭
｣｡
他
方
､

宋
金
城
本

･
岡
村
繁
本

(『自
民
文
集
』
五
'
二
〇
〇
四
年
)
は
'
｢由

是
郡
南
榎
､
山
北
模
'
水
液
亭

･
百
花
亭

･
風
豊

･
石
巌

･
操
布

･

庭
宮

･
源
淳
洞

･
東
西
二
林
寺

･
泉
石
松
雪
'
司
馬
壷
有
之
臭
｣
に

作
-
､
大
き
な
異
同
が
あ
る
｡
こ
の
鮎
に
関
し
て
は
､
注
⑬
に

｢諸

本

『月
』
字
な
し
｡
行
成
本

[俸
藤
原
行
成
墨
蹟
本
-
･評
者
注
]
に
従

い
加
え
た
｡
-
-
｣､
注
㊧
に

｢諸
本

『黄
』
を

『茎
』
に
作
る
の

は
誤
り
で
あ
ろ
う
｡
行
成
本

･
蓬
左
文
庫
本
校
記
に
従
い
改
め
た
｡

『黄
石
巌
』
は
自
民

『黄
石
巌
下
作
』
に
見
え
る
の
を
始
め
'

-
-
｣
云
々
と
あ
っ
て
､
奮
抄
本
系
の
貴
重
な
文
字
に
よ
る
改
訂
で

あ
っ
た
｡
そ
れ
が
本
例
の
場
合
'
大
き
-
句
讃
に
ま
で
影
響
を
輿
え

た
重
要
な
校
定
で
あ
る
｡
(た
だ
し
'
未
詳
の
と
こ
ろ
は
依
然
と
し
て
残

る
)

書

評

基
本
的
に
奮
抄
本
系
資
料
を
重
視
す
る
姿
勢
の
な
か
で
'
文
字
の

校
勘
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
｡
二

二

頁
の

｢生
還
鷹
有
分
､
西
笑
間
長
安
｣
〓
行
目
)､
｢除
思
川
'
寄
謝

雀
相
公
｣
(七
行
目
)'
｢鳥
得
辞
龍
不
揮
林
｣
(七
行
目
)､
｢量
移
遠
郡

未
成
官
｣
(後
ろ
か
ら
四
行
目
)
に
関
し
て
い
え
ば
'
平
岡

･
今
井
校

定

『自
民
文
集
』
(京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
､
一
九
七
一
年
)
に
よ

れ
ば
'
金
津
文
庫
本
は
'
そ
れ
ぞ
れ

｢生
蓮
雁
有
望
'
西
笑
向
長

安
｣
｢除
忠
州
後
､
寄
謝
雀
相
公
｣
｢鳥
得
辞
寵
不
操
林
｣
｢蓮
移
遠

郡
未
成
官
｣
に
作
り
､
最
初
の
例
句
で
は

｢向
'
各
本
作
間
｡
摺
本

同
｡
今
従
金
津
本
｡
関
東
僅
語
云
'
人
間
長
安
奨
則
西
向
而
笑
｣
'

最
後
の
例
句
で
は

｢遭
'
各
本
作
量
'
摺
本
同
｡
金
津
本
作
遷
｡
此

己
云
遠
郡
､
下
又
云
願
悼
｡
金
津
本
是
也
｣
の
校
記
を
付
す
｡
金
津

文
庫
本
の
文
字
に
全
面
的
に
従
う
必
要
性
は
な
い
が
､
文
字
の
改
訂

が
な
い
の
は
'
不
注
意
に
よ
る
校
勘
漏
れ
か
と
疑
わ
れ
て
-
る
｡
も

う
少
し
詳
細
な
校
記
が
ほ
し
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
｡
そ
れ
が
論
文
と
し

て
の
信
悪
性
を
高
め
よ
う
｡
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第
三
車

知
制
詰

･
中
書
舎
人
か
ら
杭
州
刺
史
へ
の
特
出

本
章
は
'
中
央
政
界
に
復
辞
し
た
元
和
十
五
年

(八
二
〇
'
憲
宗

は
正
月
授
)
の
後
､
文
官
最
高
の
葉
巻
職
'
中
書
舎
人
に
達
し
た
も

の
の
､
政
界
の
乱
れ
に
悲
哀
を
深
め
､
杭
州
刺
史
に
特
出
す
る
穆
宗

の
長
慶
二
年

(人
二
二
)
に
至
る
､
自
居
易
四
十
九
-
五
十

一
歳
三

年
間
の
庭
世
と
文
学
を
論
じ
た
も
の
｡

忠
州
か
ら
召
還
さ
れ
た
政
界
の
事
情
､
知
制
話

･
中
書
舎
人
時
代

の

｢蓄
膿
｣
制
話
の
執
筆
､
穆
宗
朝
の
廷
臣
と
し
て
の
失
意
か
ら
生

ま
れ
た

｢晩
遇
｣
の
悲
嘆
が
'
綿
密
に
考
察
さ
れ
る
｡
そ
し
て
杭
州

刺
史
持
出
に
関
す
る
乾
摘
記
と
志
願
説
の
両
説
が
再
検
討
さ
れ
'
自

居
易
の
詩
文
に
基
づ
い
て

｢謹
責
虞
分
に
よ
る
敗
滴
｣
で
あ
る
こ
と

を
論
語
し
た
｡
そ
の
結
論
は
説
得
力
を
持

つ
｡
そ
し
て
そ
の
背
景
に
､

穆
宗
朝
に
お
い
て
自
己
の
勢
力
を
伸
ば
す
た
め
に
政
敵
を
次
々
と
排

斥
し
た
李
達
吉
の
策
謀
が
あ

っ
た
と
す
る
推
察
は
､
き
わ
め
て
興
味

深
い

｡
｢
長
慶
二
年
七
月
､
自
中
書
舎
人
出
守
杭
州
-
-
｣
詩
中
の

｢鎗

杭
乃
名
郡
｣
以
下
に
'
任
地
の
美
鮎
を
敷
陳
し
た
作
者
の
心
情
の
解

輝

(二
六
四
頁
)'
従
来
の
訓
み
を
改
訂
し
た

｢衰
病
無
趣
-
-
｣
詩

の

｢況
普
荷
少
朝
､
･･････｣
(二
七
二
頁
)
以
下
の
詩
句
の
訓
議
等
'

い
ず
れ
も
啓
馨
さ
れ
る
｡

第
四
章

杭
州
刺
史
時
代

本
章
は
'
杭
州
に
着
任
後
へ
風
光
の
美
や
刺
史
の
職
に
愉
悦
と
安

ら
ぎ
を
覚
え
'
窮
境

･
不
遇
意
識
が
急
速
に
衰
え
て
'
｢濁
善

の

義
｣
に
よ
る
窮
境
克
服
を
め
ざ
す
必
要
が
無
-
な
-
'
心
身
の
閑
適

こ
そ
人
生
の
第

一
義
と
す
る
考
え
を
深
め
た
結
果
'
｢閑
適
詩
｣
の

概
念
が
崩
壊
し
た
｡
こ
れ
が
'
杭
州
刺
史
以
後
に
自
編
し
た

『自
民

後
集
』
の
な
か
で

｢説
諭
｣
｢閑
適
｣
｢感
傷
｣
の
古
膿
詩
三
分
類
を

行
わ
な
-
な
っ
た

一
因
で
あ
る
と
す
る
｡
自
居
易
の
生
涯
は
､
江
川

時
代
を
も

っ
て
二
分
さ
れ
る
と
い
う
見
解
は
'
説
諭
詩
の
制
作
状
況

に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
お
-
'
詩
人
の
内
面
的
な
襲
化
に
よ
っ
て

｢閑

適
｣
詩
の
概
念
が
崩
壊
す
る
杭
州
時
代
を
過
渡
期
と
し
て
二
分
さ
れ

る
｡
『自
氏
長
慶
集
』
五
十
巻
が
杭
州
離
任
に
際
し
て
編
纂
さ
れ
た

こ
と
は
'
こ
の
鮎
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
､
と
｡

杭
州
に
お
け
る
愉
適
の
境
遇

-

形
勝

･
交
遊

･
遊
興

･
吏
隙
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等
や
'
刺
史
と
し
て
の
活
動

(西
湖
の
水
利
事
業
な
ど
)
な
ど
が
多
角

的
に
論
じ
ら
れ
る
｡
自
店
易
の
虞
世
と
文
学
に
お
け
る
杭
州
時
代
の

持
つ
意
義
の
提
唱
は
'
示
唆
に
富
む
｡
著
者
満
目
の

｢閑
適
｣
詩
概

念
の
崩
壊
が
'
杭
州
離
任
後
の
'
生
を
肯
定
L
t
積
極
的
に
喜
び
を

詠
う
白
居
易
の
閑
適
文
学
の
形
成
に
､
ど
の
よ
う
な
影
響
を
生
じ
さ

せ
た
の
か
'
そ
の
脈
絡
の
研
究
は
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
｡

第
五
章

自
居
易

｢酔
吟
先
生
墓
誌
銘
｣
の
藁
侶

白
居
易
自
按
と
し
て
俸
わ
る

｢酔
吟
先
生
墓
誌
銘
｣
は
､
唐
代
史

の
著
名
な
研
究
者

･
琴
仲
勉
の

｢《
白
集

･
酔
吟
先
生
墓
誌
銘
》
存

疑
｣
に
よ
っ
て
偶
作
説
が
提
出
さ
れ
て
以
来
､
陳
寅
悟
ら
が
賛
同
し
､

俸
記
研
究
の
資
料
性
に
問
題
が
生
じ
て
い
た
｡
そ
の
後
､
琴
仲
勉
の

挙
げ
た
十
候
の
疑
鮎
に
射
し
て
､
逐

l
反
駁
を
加
え
て
偽
作
説
を
退

け
た
秋
元
瑞

･
趨
従
仁
の
論
文

(共
同
執
筆
)
が
尊
表
さ
れ
た
が
､

全
面
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
｡

本
章
は
､
『蓄
唐
書
』
自
居
易
侍
の

｢(開
成
)
四
年
冬
'
得
風
病
'

伏
枕
者
累
月
｡
乃
放
諸
妓
女
契

･
蟹
等
'
仇
白
鳥
墓
誌
｣
と
'
内
閣

文
庫

(硯
･
国
立
公
文
書
館
)
所
蔵

『管
見
抄
』
に
収
め
る

｢酔
吟
先

書

評

生
墓
誌
銘
｣
(北
宋
刊
本

『白
氏
文
集
』
外
集
か
ら
の
抄
出
)
に
の
み
見

え
る
題
下
注

｢開
成
四
年
､
中
風
疾
後
作
｣
と
の
符
合
に
着
目
L
t

｢墓
誌
｣
は
自
居
易
自
技
と
し
て
五
代
の
こ
ろ
に
は
通
行
L
t
こ
の

作
成
年
代

(開
成
四
年

[八
三
九
]'
作
者
六
十
八
歳
)
に
即
し
て
墓
誌

の
内
容
を
検
討
す
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
た
｡
文
献
に
封
す
る
祝
い
眼

識
が
光
る
｡
そ
し
て
秋

･
超
の
論
文
や
新
出
資
料

『白
居
易
家
譜
』

等
を
参
照
し
て
､
偶
作
説
の
論
据
と
な
る
十
修
の
疑
鮎
を
再
検
討
し

て
'
白
居
易
の
自
撰
と
考
え
て
よ
-
'
制
作
時
期
と
昔
時
の
自
居
易

の
経
歴
を
勘
案
し
て
､
現
行

｢墓
誌
｣
に
見
ら
れ
る
紗
刻
の
靴
や
後

人
の
妄
改

･
補
筆
を
除
け
ば
､
ほ
ぼ
自
漢
の
奮
態
が
得
ら
れ
る
'
と

し
た
｡
真
備
の
論
語
が
明
解
な
好
論
文
で
あ
る
｡

謝
恩
煙

『自
居
易
詩
集
校
注
』
な
ど
は
'
依
然
と
し
て
琴

･
陳
の

偶
作
説
に
従
い
､
｢墓
誌
銘
｣
の

｢鄭
州
新
郷
願
東
郭
の
宅
に
生
ま

る
｣
は
疑
わ
し
い
と
し
て
､
長
安
生
ま
れ
と
す
る
新
説
を
提
出
す
る

(第
四
冊
へ
1
六
九
七
頁
の

｢福
栄
陽
｣
詩
の
注
)
が
'
再
考
す
べ
き
で

あ
ろ
う
｡
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第
六
章

自
居
易
の
墓
誌
自
撰

本
章
は
'
六
十
八
歳

(開
成
四
年
)
の
冬
十
月
'
自
店
易
は
風
疾

の
大
患
に
か
か
っ
て
死
を
覚
悟
し
､
こ
れ
を
契
機
に
埋
葬
の
準
備
と

し
て
作
成
さ
れ
た
自
撰
墓
誌
の
内
容

(虞
世
'
死
生
観
'
文
集
に
封
す

る
見
解
)
が
'
常
時
の
自
居
易
の
考
え
と
矛
盾
せ
ず
､
｢墓
誌
｣
は

確
か
に
自
居
易
の
自
撰
で
あ
-
'
『管
見
抄
』
の
題
下
注
も
自
注
と

見
な
し
う
る
こ
と
を
論
語
す
る
｡
風
疾
前
後
の
白
居
易
の
心
情
や
死

生
観
が
'
｢酵
吟
先
生
侍
｣
(開
成
三
年
)
や
頻
繁
な
文
集
の
編
纂
､

｢病
中
詩
｣
等
を
通
し
て
論
じ
ら
れ
'
さ
ら
に
風
疾
後
の
悌
致
信
仰

の
深
化

(居
士
と
し
て
の
立
場
の
鮮
明
化
)
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
｡

開
成
五
年

(八
四
〇
)
十

1
月
､
香
山
寺
に
奉
納
し
た

『自
氏
洛

中
集
』
(在
洛
十
二
年
間
の
詩
を
収
め
る
)
の
序
文

(自
民
洛
中
集
記
)

が
'
大
和
八
年

(八
三
四
)
の

｢序
洛
詩
｣
(在
洛
五
年
間
の
詩
を
収
め

た

｢洛
詩
｣
の
序
文
)
を
用
い
た
修
補
の
文
で
あ
る
こ
と
を
､
『管
見

抄
』
や
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
天
海
蓄
蔵
那
波
本

(異
文
の
注
記
)
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
｡
さ
ら
に
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
那
波
本
に
見
え

る

｢序
洛
詩
｣
の
校
語
を
紹
介
し
'
自
居
易
の
詩
に
封
す
る
考
え
を

理
解
す
る

一
資
料
と
す
る
｡
驚
嘆
す
べ
き
文
献
調
査
能
力
で
あ
る
｡

第
七
章

李
商
隙
の

｢自
公
墓
碑
銘
｣

本
章
は
､
曾
昌
六
年

(八
四
六
)
に
浸
し
た
自
居
易
の
博
記
の
基

本
資
料
'
晩
唐
の
李
商
障

｢自
公
墓
碑
銘
井
序
｣
(大
中
三
年

[八
四

九
]
に
成
る
｡
都
長
安
で
の
作
)
に
封
し
て
'
序

･
碑
文

(本
鰹
)
･

銘
の
内
容
に
即
し
て
､
逐

一
注
樺
し
て
資
料
性
を
検
討
し
っ
つ
'
あ

わ
せ
て
執
筆
の
背
景
を
考
察
し
た
も
の
｡
｢自
公
墓
碑
銘
｣
の
記
述

内
容
が
信
想
性
に
富
む
の
は
'
自
居
易
の
夫
人

･
楊
氏
の
存
命
中
に
'

白
居
易
の
嗣
子

･
白
景
受

(自
居
易
の
兄
･
自
幼
文
の
次
子
)
が
提
供

し
た
資
料
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
｡

碑
文
の
後
半
に
､
自
居
易
の
知
友
と
し
て
李
建
と
庚
敬
体
を
挙
げ
'

親
友
の
元
積
や
詩
敵
の
劉
南
錫
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
､
昔
時
'

青
苗
ホ
(憲
宗
の
第
十
一
子
)
の
宰
相
と
し
て
仕
え
た
目
敏
中

(昔
時
の

自
民
の
棟
梁
で
'
自
居
易
の
従
租
弟
に
あ
た
る
｡
反
骨
昌
政
治
を
進
め
る
宣

宗
の
歓
心
を
買
い
'
李
徳
裕
貴
を
排
斥
し
て
威
勢
を
振
る
う
)
へ
の
配
慮

が
働
い
た
結
果
だ
と
す
る
｡
鋭
い
指
摘
で
あ
る
｡
さ
ら
に
李
商
隙
の

撰
述
に
輿
え
た
､
自
敏
中
の
存
在
の
影
響
の
跡

(過
度
の
栴
質
等
)

_'ZS



が
具
鰭
的
に
え
ぐ
-
出
さ
れ
て
'
興
味
深
い
｡
他
方
'
四
六
文
の

｢今
倦
｣
の
名
手

･
李
商
陰
が
'
特
に
古
文
で

｢自
公
墓
碑
銘
｣
を

書
い
た
の
は
､
尊
崇
す
る
古
文
家
杜
牧
の

｢貴
公
遺
愛
碑
｣
や

｢牛

公
墓
誌
銘
｣
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
と
す
る
｡
目
配
り
の
良
さ
が
現

れ
た
例
で
あ
る
｡第

八
章

李
南
陽
に
お
け
る
自
居
易

本
章
は
'
｢自
公

[白
居
易
]
墓
碑
銘
｣
の
作
者
李
商
陰
と
自
居
易

と
の
結
び
つ
き
を
'
人
間
関
係
と
文
学
面
か
ら
探
-
'
自
居
易
の
門

弟
子
を
自
任
し
た
李
商
隠
詩
の
な
か
に
､
封
既
的
な
作
風
を
持
つ
自

詩
の
影
響
の
跡
を
考
察
し
た
も
の
｡

李
商
陰
の

｢自
秀
才

(碑
文
の
依
頼
者
で
あ
る
白
居
易
の
嗣
子
･
白
景

受
)
に
輿
ふ
る
書
｣
に
見
え
る
記
事
-

大
和
年
間
の
初
め
､
少
年

の
李
商
際
が
自
居
易
と
面
談
し
て
､
門
弟
と
認
め
ら
れ
'
文
学
も
稀

質
さ
れ
て
､
重
ね
て
文
宴
に
参
加
し
'
後
々
ま
で
創
作
面
で
自
詩
の

恩
恵
に
す
が
っ
た
-

を
手
が
か
-
と
し
て
'
大
和
三
年

(八
二
九
)､

洛
陽
の
地
で
二
人
は
曾
談
し
た
｡
昔
時
'
自
居
易
は
五
十
八
歳
､
李

商
隙
は
十
八
歳
で
あ
っ
た
｡
李
商
隙
が
令
狐
楚
の
知
遇
を
得
た
時
期

書

評

と
重
な
っ
て
お
-
､
令
狐
楚
の
仲
介
を
想
定
す
る
｡
穫
皆
な
説
で
あ

ろ
う
｡

後
半
で
日
詰
と
類
似
す
る
､
あ
る
い
は
自
詩
を
踏
ま
え
た
作
例
を

挙
げ
て
､
白
詩
の
影
響
を
論
じ
る
が
'
こ
れ
は
著
者
自
身
'
後
記
で

述
べ
る
よ
う
に
､
賓
護
的
な
探
求
が
困
難
で
'
表
現
上
の
共
通
性
を

示
し
た
だ
け
に
終
わ
っ
た
印
象
を
輿
え
る
｡
た
だ
母
の
喪
に
服
し
た

永
楽
退
居
の
田
園
生
活
の
中
で
作
ら
れ
た
平
明
な
閑
適
の
詩
は
､
自

詩
の
影
響
と
し
て
看
過
し
が
た
い
意
義
を
持
つ
､
と
す
る
指
摘
は
興

味
深
い
｡

第
三
部

文

献

研

究

第

1
章

元
版
系
統
の

『分
類
補
註
李
太
白
詩
』

本
章
は
第
二
章
と
と
も
に
'
李
自
作
品
の
現
存
最
古
の
注
輝
書
'

南
末
の
楊
斉
賢
注

･
元
初
の
粛
士
賛
補
註

『分
類
補
註
李
太
白
詩
』

二
十
五
巻

(元
初
の
至
元
二
十
八
年

[
1
二
九
二

ご
ろ
成
立
)
の
研
究

で
あ
-
､
二
幸
は
内
容
の
一
部
が
重
複
す
る
｡

『分
類
補
註
李
太
白
詩
』
は
'
至
大
三
年

(
一
三
一
〇
)'
建
安
の
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第
七
十
五
冊

余
志
安
勤
有
書
生
が
刊
刻
し
て
以
来
'
こ
の
系
統
の
本

(原
本
系
)

が
明
代
前
期
ま
で
多
数
刊
刻
さ
れ
た
が
'
明
代
後
期
'
両
種
の
刺
節

本

(郭
雲
鵬
校
刻
本

[
l
五
些
二
年
刊
･
四
部
叢
刊
所
収
]
･
玉
凡
山
人
校

刻
本
)
が
相
前
後
し
て
現
れ
､
原
本
系
の
刊
行
が
と
だ
え
た
｡
績
い

て
玉
凡
山
人
校
刻
本
を
底
本
と
し
た
許
日
昌
校
刻
本
が
出
現
し
､
こ

の
玉
凡
山
人
本

･
許
日
昌
本

(特
に
後
者
)
が
何
度
も
刊
行
さ
れ
'

日
本
で
通
行
す
る
和
刻
本

(山
脇
重
衛
訓
鮎
'
汲
古
書
院
影
印
本
が
あ

る
)
は
'
明
未
刊
の
許
日
昌
校
刻
本
を
版
下
に
し
た
と
さ
れ
る
｡

本
章
は
'
『分
類
補
註
』
本
の
諸
本
系
統
を
述
べ
た
後
'
尊
経
閣

文
庫
所
蔵
の
元
至
大
原
刻
本

(汲
古
書
院
影
印
本
が
あ
る
)
を
代
表
と

す
る
'
原
本
系
の
版
本
の
書
誌
調
査
を
記
録
す
る
｡
そ
れ
は
八
種
類

に
分
類
さ
れ
'
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
ご
と
に
'
所
蔵
先
の
版
本
の
詳
細

な
解
題
が
付
さ
れ
た
努
作
で
あ
る
｡
北
京
園
書
館
出
版
社
影
印

｢中

華
再
造
善
本
｣
所
収
本
が
'
｢中
国
国
家
園
書
館
蔵
元
建
安
余
氏
勤

有
堂
刻
明
修
本
｣
を
底
本
と
す
る
と
明
記
し
な
が
ら
､
じ
つ
は
明
代

に
下
っ
た
覆
刻
本

(厳
密
に
い
え
ば
翻
刻
本
)
で
'
人
種
の
分
類
中
の

㈱
明
刊
覆
元
版
本
に
屠
す
る
と
す
る
指
摘
に
は
､
驚
か
さ
れ
る
｡

績
い
て
最
近
に
至
る
ま
で
原
本
系
と
誤
認
さ
れ
て
き
た
玉
凡
山
人

本
系
の
'
不
適
切
な
刑
節
の
賓
例
-

異
本
の
注
記
､
注
輝
の
省
略

等
を
指
摘
し
'
原
本
系
使
用
の
必
要
性
を
説
-
｡

ま
た
南
宋
中
期
の
楊
奔
賢
の
事
跡
を
調
べ
へ
楊
注
の
成
書
を
嘉
走

十
四
年

(
一
二
二
一
)
か
ら
十
年
間
ご
ろ
と
考
謹
す
る
.
『分
類
補

註
』
本
が
楊
注
を

｢集
註
｣
と
稀
す
る
の
は
'
書
貫
余
氏
に
よ
る
射

利
の
た
め
の
誇
稀
と
見
な
す
｡
さ
ら
に
は
'
粛
士
賓
は
萄
刊
本
を
底

本
に
用
い
､
威
淳
本
を
参
用
L
t
こ
れ
に
自
ら
の
考
察
を
加
え
て
校

定
本
を
作
成
し
た
と
い
う
｡
い
ず
れ
も
新
知
見
で
参
考
に
な
る
｡
こ

う
し
た
研
究
は
'
李
白
集
注
梓
の
集
大
成
'
晴
代
前
期
の
王
埼

『李

太
白
文
集
輯
註
』
三
十
六
巻
が
既
と
歌
詩
の
巻
の
底
本
に
'
刺
節
本

系
の

『分
類
補
註
』
本
を
原
本
系
と
誤
解
し
て
用
い
て
い
る
た
め
'

一
骨
重
要
で
あ
る
｡
(埋
蛇
園
･
宋
金
城

『李
白
集
校
注
｣
や
安
旗
圭
編

『李
白
全
集
編
年
注
樺
』
は
'
王
埼
本
を
底
本
と
す
る
)

第
二
章

元
版

『分
類
補
註
李
太
白
詩
』
と
粛
士
賛

本
章
は
､
『分
類
補
註
李
太
白
詩
』
の
原
本
系
と
洲
節
本
系
を
混

同
す
る
､
従
来
の
誤
-
を
正
し
た
も
の
｡
特
に
埋
焼
固

･
朱
金
城

『李
白
集
校
注
』
だ
け
で
な
-
'
芳
村
論
文
を
前
言
に
引
く
唐
瑛
主
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編

『李
白
全
集
校
注
嚢
得
集
許
』
ま
で
も
'
元
刻
原
刊
本
を
粛
本
と

略
稀
し
て
い
な
が
ら
､
賓
際
に
用
い
ら
れ
た
粛
本
の
一
部
は
'
少
な

-
と
も
刑
節
本
系
で
あ
っ
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
｡
(分
梅
執
筆
の
た

め
か
?
)

現
時
鮎
で
最
高
の
レ
ベ
ル
を
持

つ
唐
鉄
圭
編
本
で
さ
え

も
'
そ
の

｢粛
本
｣
の
利
用
は
'
要
注
意
な
の
で
あ
る
｡
こ
の
意
味

で
は
'
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
原
本
系
の
最
善
本
､
元
の
至
大

三
年

(
l
三
1
0
)
原
刊
本
の
影
印

(著
者
の
解
題
'
汲
古
書
院
'
全
三

冊
)
は
､
ま
さ
に
董
期
的
な
事
業
で
あ
っ
た
｡

頼
い
て
こ
の
原
本
系
の
最
善
本
を
用
い
て
､
補
註
者
'
宋
末
元
初

の
粛
士
費
の
注
樺
の
特
色
-
寓
意
の
究
明
へ
典
故
の
博
引
'
贋
作
の

班
別
を
述
べ
る
｡
そ
し
て
杜
甫
に
劣
ら
ぬ
李
白
の
忠
君
愛
囲
精
神
を

特
筆
し
た
の
は
'
宋
末

二
九
初
'
宋
室
に
節
を
通
し
て
生
き
た
粛
氏

父
子
の
生
き
方
に
あ
っ
た
と
し
'
科
挙
が
麿
止
さ
れ
た
元
の
時
代
'

節
を
守

っ
て
仕
官
を
拒
絶
し
っ
つ
学
才
を
馨
揮
で
き
な
い
衝
動
た
る

思
い
の
な
か
で
､
不
遇
を
か
こ
つ
李
白
の
詩
に
共
感
を
覚
え
て
､
学

識
の
全
て
を
そ
そ
い
で
詳
細
な
注
輝
を
試
み
た
｡
宋
末
元
初
と
い
う

激
動
の
時
代
を
生
き
た
漠
人
士
大
夫
の
生
き
様
が
'
こ
の
特
色
あ
る

李
白
集
の
注
稗
を
生
み
出
し
た
の
だ
t
と
｡
き
わ
め
て
興
味
深
い
読

書

評

で
あ
る
｡

第
三
章

朝
鮮
本

『爽
法
名
賢
十
抄
詩
』
の
基
礎
的
考
察

朝
鮮
本

『爽
法
名
賢
十
秒
詩
』
(三
巻
)
と
は
'
中
晩
唐
の
二
十

六
人
の
詩
人
と
新
羅
の
四
人
の
詩
人
'
そ
れ
ぞ
れ
七
言
律
詩
を
十
首

ず
つ
'
す
べ
て
三
百
首
を
選
録
す
る

『十
抄
詩
』
(編
者
は
不
詳
'
二

巻
)
に
封
す
る
注
揮
書
で
あ
-
'
雨
音
の
間
に
収
録
作
品
の
異
同
は

な
い
｡
近
年
'
日
中
韓
三
園
で

『全
唐
詩
』
未
収
の
侠
詩
約
百
首
を

含
む
稀
親
本

『十
秒
詩
』
『爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
て
'
研
究
が
急
速
に
進
ん
だ
｡
本
章
は
'
日
本
で
唯

一
陽
明
文

庫
に
戒
す
る

『爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
に
基
づ
い
て
､
先
行
研
究
を
補

正
し
っ
つ
､
本
書
が
高
い
債
値
を
持
つ
唐
詩
の
注
樺
書
で
あ
る
こ
と

を
論
じ
た
も
の
｡

従
来
の
研
究
の
基
盤
に
な
っ
た
韓
囲
ソ
ウ
ル
大
学
校
杢
章
閣
本

『爽
注
名
賢
十
秒
詩
』
は
'
序
文
の
下
牛
部
が
鉄
損
し
て
い
た
た
め
'

誤
っ
た
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
と
し
て
'
陽
明
文
庫
本
の
完
好
な
序

文

(五
七
〇
頁
に
序
の
書
影
を
収
め
る
)
に
基
づ
い
て
'
｢序
文
は
爽
注

撰
者
の
自
按
で
'
月
巌
山
人
と
渡
し
た
紳
印
宗
の
僧
侶
'
子
山
に
よ
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第
七
十
五
冊

る
も
の
｣
を
明
ら
か
に
し
た
｡

文
献
の
資
料
性
に
封
す
る
鋭
い
眼
識

に
敬
服
す
る
｡
現
在
'
査
犀
求
整
理

『爽
注
名
賢
十
秒
詩
』
(上
海

古
籍
出
版
社
'
二
〇
〇
五
年
刊
､
底
本
は
杢
章
開
所
戒
の
抄
本
｡
以
下
､
査

本
と
略
構
)
が
公
刊
さ
れ
て
'
容
易
に
本
書
を
開
頭
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
｡
鉄
損
し
た
序
文
の
文
字
も
'
芳
村
説
に
基
づ
い
て
補
わ
れ

て
い
る
が
'
｢唐
室
群
賢
｣
の
下
に

｢全
集
｣
の
二
字
が
見
え
な
い
｡

不
注
意
に
よ
る
ミ
ス
で
あ
ろ
う
｡

さ
ら
に
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
､
侠
詩
の
数
は
九
十
九
首
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
'
五
代
の
李
雄
の
詩
の
新
出
'
『千
載
佳
句
』
に
の

み
俸
わ
る
残
句
の
､
完
篇
の
出
現
'
臨
存
詩
に
封
す
る
大
量
の
異
文

の
存
在

(唐
代
の
奮
態
に
近
づ
け
る
重
要
な
校
勘
資
料
)
を
指
摘
し
､

『十
秒
詩
』
の
編
纂
時
期
を

一
〇
〇
〇
年
前
後
'
新
羅
末

･
高
麗
初

(五
代

･
北
宋
初
に
相
首
)
と
す
る
査
界
求
ら
の
説
を
肯
定
す
る
｡

朝
鮮
本
の
唐
詩
注
碍
書

『契
川
文
集
爽
注
』
(注
梓
者
未
詳
'
現
存

最
古
の
杜
牧
詩
法
)
が
'
す
で
に
成
る

『十
秒
詩
』
と
封
校
し
た
可

能
性
を
指
摘
し
､
輝
子
山
は
'
『焚
川
文
集
爽
注
』
成
善
後
､
こ
れ

に
倣

っ
て

『十
抄
詩
』
を
注
樺
し
た
｡
『爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
の
成

立
時
期
は
､
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
の
前
半
と
推
定
し
'
爽

注
に
引
-
侠
文
の
多
さ
に
も
言
及
す
る
｡
今
後
の
研
究
の
基
盤
と
な

る
論
考
で
あ
る
｡

【侠
詩
の
校
勘
札
記
】
(五
五
九
頁
以
下
の
侠
詩
の
催
'
底
本
は
陽
明
文

庫
本
で
あ
る
が
へ
杢
章
閣
本
を
底
本
と
す
る
査
本
と
の
'
特
に
重
要
な
異
同

の
み
記
す
)

□
五
五
九
頁
'
下
段

章
孝
標

｢寄
朝
士
｣
詩
の
第
五
句

｢披
過

易
観
遊
子
騎
｣
の
観
1
査
本
は
勘
に
作
る
が
'
勘
で
は
平
灰
が
合

わ
な
い
｡

□
五
六

〇
頁
､
上
段

章
孝
標

｢迭
愈
最
秀
才
｣
詩
の
第
五
句

｢材
橋
市
間
開
山
貨
｣
の
材
1
査
本
は
村
に
作
る
｡
材
は
形
靴
で

あ
ろ
う
｡

□
五
六

一
頁
'
上
段

薙
陶

｢自
左
輔
書
佐
授
-
｣
詩
の
第
六
句

｢閉
門
虚
値
大
行
平
｣
の
大
1
査
本
は
太
に
作
る
｡
こ
こ
は

｢大

行
山
｣
の
そ
れ
｡
爽
注
に
見
え
る
｡
五
六
二
頁
の
馬
戴

｢河
曲
｣

詩
の
第
五
句
も
同
じ
｡

□
五
六
三
頁
､
上
段

葦
塘

｢芳
草
｣
詩
の
第

一
句

｢花
外
堤
前

芳
草
時
｣
の
花
1
査
本
は
苑
に
作
る
｡
花
の
字
は
第
四
句
に
も
見

え
る
の
で
､
こ
こ
の
花
は
苑
の
誤
-
で
あ
ろ
う
｡
同
じ
寺
嶋

｢霜

- 232-



夜
紀
詠
｣
詩
の
第
七
句

｢華
陽
鳳
日
紅
塵
暗
｣
の
鳳
1
査
本
は
風

に
作
る
｡
風
の
字
が
穏
首
で
あ
ろ
う
｡

□
五
六
七
頁
､
上
段

呉
仁
壁
の
詩
題

｢宛
陵
題
願
豪
庭
土
斎
郡

元
徴
膏
居
｣
1
査
本
は
徴
字
の
下
に

｢君
｣
の
字
が
あ
る
｡
爽
注

に

｢徴
士
｣
の
説
明
が
あ
る
た
め
､
徴
君
と
あ
る
の
が
望
ま
し
い
｡

五
五
五
頁
の
下
段
で
は
'
｢君
｣
の
字
が
あ
る
｡
単
純
な
ミ
ス
で

あ
ろ
う
｡

本
詩
の
第
三
句

｢荘
聖
経
留
亀
尾
誠
｣
の
誠
1
査
本

は
誠
に
作
る
｡
こ
れ
は
有
名
な

『荘
子
』
秋
水
篇
の
故
事

(爽

注
)
を
踏
ま
え
る
｡
誠
の
字
が
正
し
い
｡

□
五
六
七
頁
'
上
段

呉
仁
壁

｢蘇
州
雀
諌
儀
｣
詩
の
第
五
句

｢貧
傾
北
海
三
后
酒
｣
の
貧
1
査
本
は
貧
に
作
る
｡
貧
は
貧
の
形

靴
で
あ
ろ
う
｡附

章

『爽
法
名
賢
十
抄
詩
』
中
の

｢梁
山
伯
税
英
童

俸
｣
と

｢梁
親
故
事
｣
説
唱
作
品
と
の
開
聯

『爽
法
名
賢
十
秒
詩
』
巻
下
'
羅
邪
の
侠
詩

｢峡
蝶
｣
に
引
か
れ

る
民
間
歌
鮮

｢梁
山
伯
祝
英
董
俸
｣
は
'
著
名
な

｢梁
税
故
事
｣
を

具
健
的
に
語
る
現
存
最
古
の
資
料

(南
宋
頃
の
作
品
?
)
で
あ
-
､
そ

書

評

の
節
略
さ
れ
た
内
容
を
'
後
世
の
説
唱
作
品
と
比
較
し
て
推
測
す
る
｡

晩
唐
の
羅
都
が
'
民
間
に
俸
承
さ
れ
た

｢梁
税
故
事
｣
を
採
-
入
れ

て
作
詩
L
t
｢衣

(拷
)
化
粧
｣
の
俸
承
が

｢魂
化
蝶
｣
に
先
立
つ

こ
と
の
判
明
は
､
興
味
深
い
｡

第
四
章

『韻
語
陽
秋
』
の
俸
本
に
つ
い
て

唐
詩
に
封
す
る
言
及
も
多
い
南
末
の
葛
立
方
の
詩
話

『韻
語
陽

秋
』
二
十
巻
の
通
行
本

(何
文
換
編

『歴
代
詩
話
』
本
等
)
は
'
大
き

な
脱
文

(巻
四
)
や
重
複
'
多
-
の
謁
誤
の
あ
る
粗
悪
な
テ
キ
ス
ト

で
あ
っ
た
｡
明

･
清
期
の
諸
博
本
の
系
統
を
解
明
し
つ
つ
､
そ
の
租

本
に
普
た
る
現
存
唯

一
の
宋
版
-

南
未
の
乾
道
二
年

(
二

六

六
)
抜
刊
本

(上
海
園
書
館
所
蔵
'
影
印
本
あ
-
)
に
は
巻
四
に
落
丁

が
な
-
'
誤
字
を
訂
正
で
き
る
善
本
で
あ
る
と
許
債
す
る
｡

お
い

特
に
興
味
深
い
の
は
'
そ
の
十
年
あ
ま
-
後
に
'
葛
立
方
の

姪

に

普
た
る
葛
都
の
淳
照
六
年

(
二

七
九
)
序

･
臨
川
郡
粛
刊
本
が
あ

-
'
内
閣
文
庫

(硯
･
閲
立
公
文
書
館
)
所
蔵
の
林
羅
山
蓄
蔵
江
戸
初

期
寓
本
は
'
そ
れ
に
凍
っ
た
重
要
な

一
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
鮎
で
あ
る
｡
そ
し
て
葛
立
方
の
生
平
を
俸
え
る
葛
郊
序
の
重
要
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性
に
言
及
し
'

羅
山
本
に
収
め
る
徐
林
の
序
に
の
み
見
え
る

｢摩
割

に
死
し
て
｣
云
々
の
十
字
に
着
目
し
て
'
本
書
は
逆
境
の
中
で
勧
戒

を
こ
め
て
撰
述
さ
れ
､
乾
道
本
の
刊
刻
は
彼
の
死
に
近
か
っ
た
た
め
'

麿
割
に
よ
る
死
を
博
っ
て
首
該
部
分
を
削
除
し
'
『宋
史
』
の
着
立

方
博
が
無
き
に
等
し
い
の
も
'
こ
れ
に
起
因
す
る
'
と
｡
鋭
い
眼
識

で
あ
る
｡
そ
し
て
羅
山
本
は
乾
道
本
の
遺
漏
を
補
い
'
誤
字
や
脱
字

を
訂
正
で
き
る
の
で
'
羅
山
本
を
も
っ
て
乾
造
本
を
校
勘
す
れ
ば
､

『韻
語
陽
秋
』
の
異
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
､
と
｡
校
本

『韻
語
陽
秋
』
の
刊
行
が
待
望
さ
れ
る
｡
ち
な
み
に
､
俸
塔
湘
蓄
蔵

日
本
影
宋
抄
本

(北
京
の
中
園
国
家
囲
書
館
所
蔵
)
も
'
羅
山
本
と
同

じ
臨
川
郡
斎
刊
本
系
の
本
と
い
う
｡

第
五
章

本
邦
俸
末
の
宋
版

『錦
繍
寓
花
谷
』

侠
詩
侠
文
を
多
-
収
め
'
唐
詩
研
究
に
も
有
益
な
資
料
を
提
供
す

る
南
宋
時
代
の
類
書
'
編
者
未
詳

(淳
配
芋
五
年

[
一
一
八
八
]
の
自

序
あ
-
)
『錦
繍
寓
花
谷
』
の
書
誌
研
究
で
あ
る
｡
明
の
嘉
靖
十
五

午

(
l
五
三
六
)､
素
行
が
前
集

･
後
集

･
積
集
各
四
十
巻
を
刊
刻
L
t

後
に
別
集
三
十
巻
を
追
刻
し
た
四
集
本

(上
海
節
書
出
版
敵
影
印
)
が

通
行
す
る
が
'
所
収
の
候
文
に
脱
略
が
多
-
､
北
京
囲
書
館

(現
･

中
困
閲
家
圃
書
館
)
所
蔵
の
宋
版
も
影
印
さ
れ
た
が
'
残
本
で
あ
る

(北
京
囲
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
'
宋
版
補
配
三
集
本
)

｡

本
章
は
'
日
本
に
博
存
す
る
八
箇
所
の
宋
版
-
龍
揮
寺

･
静
嘉
堂

文
庫
所
蔵
の
金
揮
文
庫
膏
蔵
本

(残
巻
)
等
を
調
査
し
て
書
誌
事
項

を
列
記
し
､
さ
ら
に
中
国
現
存
の
宋
元
版
に
言
及
し
て
'
前
集

･
後

集
各
四
十
雀
を
完
存
す
る
宋
版

･
願
麟
士
過
雲
模
奮
蔵
本
に
鱗
れ
る
｡

｢現
存
宋
元
版

『錦
繍
寓
花
谷
』
巻
次
別
所
在

1
覚
表
｣
は
'
現
存

す
る
宋
版
の
大
半
が
残
本
で
あ
る
た
め
極
め
て
有
益
で
あ
-
､
秦
洋

本
と
は
異
な
る
積
集
の
編
成
の
異
同
が
論
じ
ら
れ
る
｡

明
の
秦
汗
の

｢考
謹
｣
文
に
は
'
底
本
と
し
た

｢宋
刻
｣
に
付
す

｢自
叙
｣
に
'
前

･
後

･
積
の
三
集
か
ら
成
る
と
あ
り
､
薬
注
本
所

収
の
自
序
に
'
｢自
九
華
之
掃
､
編
租
成
為
三
集
'
毎
集
析
馬
四
十

巻
｣
と
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
龍
滞
寺
所
蔵
の
金
津
文
庫
本
は
､
｢自
九

華
之
蹄
､
編
租
成
､
凡
二
百
二
十
八
門
へ
析
烏
四
十
等
｣
と
記
す
｡

こ
れ
に
よ
っ
て
'
本
書
は
本
来
'
三
集
か
ら
成
る
の
で
は
な
-
'
二

百
二
十
八
門
の
事
項
を
分
け
て
四
十
巻
に
編
集
し
た
類
書
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
｡
す
な
わ
ち
四
十
巻
本
が

『錦
繍
寓
花
谷
』
の
原
編
本
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で
あ
-
'
後
集

･
積
集
を
加
え
た
三
集
本
､
さ
ら
に
別
集
を
も
合
わ

せ
た
四
集
本
は
'
す
べ
て
後
人
の
増
補
に
か
か
る
も
の
で
あ
-
'
宋

末
ま
で
の
八
十
年
の
間
に
漸
次
'
書
貫
に
よ
っ
て
増
補

･
績
編
が
行

わ
れ
た
の
だ
､
と
｡
こ
れ
は
丹
念
な
資
料
調
査
が
生
ん
だ
､
重
要
な

指
摘
で
あ
る
｡

他
方
'
巻
峡
の
噂
加
が
'
か
え

っ
て
所
収
資
料
を
豊
富
に
し
､
侠

詩
侠
文
の
府
庫
と
し
て
の
慣
値
を
高
め
て
い
っ
た
｡
日
本
に
現
存
す

る
最
古

･
最
良
の
金
津
文
庫
蓄
蔵
本
や
､
異
本
の
頼
集
宋
版
の
残
本

を
用
い
て
､
輯
侠

･
校
勘
の
資
料
と
し
て
の
債
値
を
顕
彰
す
る
｡
願

氏
膏
蔵
本
等
の
影
印
と
と
も
に
､
そ
れ
ら
の
日
本
俸
存
宋
版
の
影
印

が
強
く
要
望
さ
れ
よ
う
｡

第
六
章

和
刻
本
の

『文
選
』
に
つ
い
て

-

版
本
か
ら
見
た
江
戸
･
明
治
期
『文
選
』
受
容
-

唐
代
文
学
と
も
密
接
に
関
係
す
る

『文
選
』
の
和
刻
本
の
研
究
で

あ
る
｡
本
章
は
'
我
が
国
で
の

『文
選
』
受
容
と
い
う
見
地
か
ら
'

出
版
文
化
が
本
格
化
す
る
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
及
ぶ

『文

選
』
刊
刻
の
歴
史
を
詳
細
に
調
査
し
て
'
日
本
で
の
受
容
の
賓
態
を

書

評

明
ら
か
に
す
る
｡

訓
鮎
本

『文
選
』
'
い
わ
ゆ
る
和
刻
本

『六
臣
註
文
選
』
(版
種
は

一
つ
)
の
最
初
の
出
版
は
'
慶
安
五
年

(
一
六
五
二
)
の
刊
記
を
持
つ

版
本

(汲
古
書
院
影
印
)
と
さ
れ
て
き
た
が
'
そ
れ
に
先
立

つ
無
刊

記
本
の
存
在
を
指
摘
す
る
｡
寛
文
二
年

(
一
六
六
二
)
の
刊
記
が
あ

る
流
布
本
は
､
翌
年
､
寛
文
三
年
の
刊
記
を
持
つ
本
よ
-
も
後
印
な

の
に
'

一
年
早
-
刊
年
を
記
し
て
い
る
｡
注
の
訓
鮎
は
古
鮎
で
は
な

-
､
刊
行
の
際
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
も
の
｡
江
戸
時
代
後
期
の
天

明
四
年

(
一
七
八
四
)
に
刊
行
さ
れ
た
片
山
兼
山
鮎

『文
選
正
文
』

は
､
普
請
を
重
視
し
て
'
古
来
の
博
士
家
の
流
れ
に
屠
す
る
訓
讃
法

を

一
撃
に
後
退
さ
せ
た
｡
慣
刻
延
喜
刊
本

『文
選
』
巻
五
の
断
簡
の

底
本
は
､
『評
苑
文
選
傍
訓
大
全
』
で
あ
ろ
う
､
等
々
､
示
唆
に
富

む
説
が
多

い
｡
末
尾
に
付
す

｢江
戸

･
明
治
期

『文
選
』
版
本
目

録
｣
と
同
書
影
も
'
貴
重
な
努
作
で
あ
る
｡
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【補

註
】

各
論
文
中

の
訓
譲
や
詩
句
の
解
得
へ
引
用
文
の
文
字
等
に
関
す
る
問
題

鮎
に
つ
い
て
は
'
す
で
に
札
記
を
作
成
し
て
い
る
が
へ
分
量
が
倍
に
な
る
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七
十
五
研

の
で
割
愛
す
る
｡
閲
覧
を
希
望
す
る
人
に
は
'
添
付
し
て
送
り
た
い
｡
筆

者
の
メ
ー
ル

･
ア
ド
レ
ス

u
e
k
l@
c
c
h
lrO
S
akl･u
a
C
Jp
に
連
絡
を
請
う
｡

(
1
太
郎
で
作
成
)

(中
国
重
文
研
究
食
費
行
'
朋
友
書
店
尊
貴
'
二
〇
〇
八
年
六
月
'
七
四

七
頁
)


